
第59回第59回第59回第59回（2024（2024（2024（2024 年度年度年度年度））））全国壮年大会開催全国壮年大会開催全国壮年大会開催全国壮年大会開催にににに期待期待期待期待して して して して ～～～～地方連合地方連合地方連合地方連合でのでのでのでの協力伝道協力伝道協力伝道協力伝道～ ～ ～ ～ 

日本バプテスト連盟全国 壮年会連合会長  高良 研一（恵泉教会） 

 

全国の諸教会 伝道所の壮年の皆様を始め、教会員の皆様、 

 

主の御名を心より賛美致します。そして、59回全国壮年大会を開催出来ますことを大変嬉しく思

います。 

 

この度は、26年振りとなりますが、西九州地方連合壮年会の方々により全国壮年大会がオンライ

ンで開催されることになりました。1998年の全国壮年大会は、ホテル“はがくれ荘”と佐賀教会で開催され、私は当時

40才台後半でしたが、一社会人として東京から参加しました。 

 

私達はコロナという、これまで、人類が経験したことのないことでしたが、昨年5月に5類になりまして、少しずつではあ

りますが状況も変わってきております。しかしながら、まだまだ、教会での愛餐会は私の属する恵泉教会でもまだ再開

できない状況があります。今回はオンラインではありますが、良き学びの機会と交わり、そして、全国の壮年の皆さんの

これからの大いなる働きと歩みを期待しております。 

 

さて、私達、全国壮年会連合の働きとして、伝道者養成と教会形成を担うことを掲げ、 

①奨学金制度の運営 

②神学校献金活動の推進 

（東京バプ・九州バプへの奨学金に加えて、運営資金の援助（年350万円）を来年度から予定） 

③献身者の掘り起こし（西南大神学部、東京バプ・九州バプで学ぶ神学生） 

④バプテスト信徒の学び 

⑤教会形成のための協力伝道 

の5つの働きをしっかりと推進していきたいと思います。 

そして、今、新たな課題として、昨今、ジェンダーレスの事柄を壮年会としてどのように考えていくかということがあります。 

 

さて、今年の全国壮年大会は、「わたしたちの心は燃えていたではないか ～ 臨在の主に、心燃やされて～」というテ

ーマで、「二人は、『道で話しておられるとき、また聖書を説明してくださったとき、わたしたちの心は燃えていたではない

か』」と語り合った。」ルカ24:32（新共同訳）の聖句の元に開催されます。奇しくも、全国壮年会連合が掲げた2024-25

年度の主題「私と教会が元気になるには」に基づき、聖句は全く同じ、ルカ24:32なのです。 

 

今回は特に「協力伝道・地方からの発信」～西九州地方連合の取組をとおして～ということで、日本バプテスト連盟の

今年度の主題「今、共にキリストを証しするために ～新たな『自立と協力』～各個教会・地域が主体となる協力伝道

へ～」からも、これからは、地方連合での協力伝道の取組が大いに必要とされていますので、良き学びの機会となるこ

とを願っております。開会礼拝説教では芦谷隆時さんの社会人としての歩みの中で福音で出会い、未だ、社会の中

で大いに戦っておられることを証いただき、元日本バプテスト連盟宣教研究所所長で、その後、西南学院大学神学

部教授を定年退職されて、現在、九州バプテスト神学校で宣教センター長の松見俊先生からは「今後へのアドバイス」

をしていただきますので、大いに期待したいと思っています。また、中島一弘さん（佐賀教会）、木村幸治さん（長崎教

会）、そして李守卿牧師（多良見教会）からは、現在の西九州地方連合の取組として、事例発表をしていただきます。

私達が地方連合の働きを共に考えるときに大変参考になるかと期待しておりますので、是非ともお誘い合わせの上、

オンラインでのご参加をお待ちしております。 

 

また、全国壮年会連合の定期総会は前日の8月23日日に文書による総会とさせていただきますので、その結果報

告を本大会の中で簡単にさせていただく予定ですので、よろしくお願いいたします。 

 

最後に、熱い最中ではありますが、準備されている大会実行委員会（野中滋生委員長）の皆様のお働きが豊かに祝

されますように祈りつつ、更に、西九州からの「熱い」聖霊の風に期待して御祈りしております。 
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第第第第５９５９５９５９回全国壮年大会 歓迎回全国壮年大会 歓迎回全国壮年大会 歓迎回全国壮年大会 歓迎のことばのことばのことばのことば 
 

第第第第５９回全国壮年大会実行委員長  

野中 滋生（相浦光教会） 

 

主のみ名を賛美いたします。 
第５９回全国壮年大会の開催が、いよいよ近づいてまいりました。 
壮年のみならず誰でも参加できますので、ぜひ全国からＺｏｏｍで多く 
の方々にご参加いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

さて、今回「協力伝道」をテーマに、大会主題「わたしたちの心は燃

えていたではないか～臨在の主に、心燃やされて～」と題し、西九州 

地方連合の取組事例を発表させていただきます。 

『協力伝道とは、「私としては欠けた者同士が認め合い、愛をもって教会を形成していくことが

大事。よその教会に口をはさむというように聞こえるが、欠けている者が補い合う、それが協力

伝道だと思っている。」』 

これは、長年西九州地方連合の働きを支え、この大会準備を始めた頃我々をリードしてくれた

ひとりの実行委員が、２０２２年７月第５回実行委員会で語った言葉です。 

彼はその年の９月、若くして天に召されましたが、実行委員一人ひとりの中に今も生き続けてい

る言葉です。 

今回の大会開催を西九州地方連合壮年会が引き受けるかどうか、２０２１年がその決断の

年でした。当時は、「西九州地方連合内１２教会１伝道所のうち５教会１伝道所が無牧師」、

「西九州地方連合壮年会の次期役員決まらず」、「２０２１全国壮年大会はオンライン開催」と

いう状況の中にありました。 

客観的に見て引き受ける状況にはありませんでしたが、しかし、この小さな地方連合から発信

することに意味があると、引き受けることを決断しました。そして、確実にその準備と開催ができ、

日本全国から参加していただきたいという思いから、Ｚｏｏｍでの開催を決定しました。 

今、私たちを取り巻く少子高齢化による様々な影響は、全国の諸教会、伝道所でも顕著に

なって来ていると思います。そういう中、以前にも増して一地方連合内での協力伝道の働きは

とても重要になってきています。 

「例年の全国壮年大会とはだいぶ違うな」との声を気にしながらも、「欠けている者が補い合う」

西九州地方連合の歩みを、全国の方々に知っていただきたいという強い思いで、準備を進め

てきました。 

「道で話しておられるとき、また聖書を説明してくださったとき、わたしたちの心は燃えていたで

はないか」と語り合った二人の弟子。Ｚｏｏｍを通してともに集い、このみ言葉をひとり一人が携

えて、心燃やされて共に歩み始める機会となるよう願い、祈ります。 
 
主にありて 
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9:30
1 開会宣言 ⼤会実⾏委員⻑ 野中滋⽣

9:30~10:15    

2 開会礼拝    

・前奏 
・賛美 新⽣讃美歌５１６番 みそば近くなお近く
・祈り
・聖書朗読（主題聖句）

・主題説教

  
・賛美 新⽣讃美歌２６０番 み⾔葉もて霊の⽕を
・後奏

10:15~25
3 あいさつ

10:25~12:00
4 事例発表

   協⼒伝道・地⽅からの発信  ⻄九州地⽅連合の取組をとおして 

「⻄九州地⽅連合内献⾝者の働き」（３）事例発表２／質疑応答 
発表者 李守卿 多良⾒キリスト教会牧師 

◆◆昼⾷休憩（12:00 13:00）／Zoomブレイクアウトルーム開設（交わり希望者利⽤）◆◆

司会 坂東浩太郎(⻑崎)

発信会場 ⻑崎バプテスト教会
総合司会(ﾀｲﾑｷｰﾊﾟｰ) 山﨑誠(佐賀)

（１）⻄九州地⽅連合の紹介 発表者 中島⼀弘 佐賀キリスト教会教会員 

・日本バプテスト連盟
会 ⻑
理事⻑

⾼良 研⼀
吉田 真司

⼀ 同

「わたしたちの心は燃えていたではないか」
  臨在の主に、心燃やされて 

奏楽者

・全国壮年会連合

第５９回 全国壮年⼤会  プログラム     2024.8.24

奏楽 浜⾕信彦(⻑崎)

奏楽者
⼀ 同
司式者
司式者

『二人は、「道で話しておられるとき、また聖書を説明してくださっ
たとき、わたしたちの心は燃えていたではないか」と語り合った。』
   （ルカによる福音書２４章３２節／新共同訳聖書）

⻑崎バプテスト教会教会員 芦⾕隆時

司式 春海賢⼀(⻑崎)

（２）事例発表１／質疑応答 「⻄九州地⽅連合と五島教会との交流の歩み」
発表者 ⽊村幸治 ⻑崎バプテスト教会教会員 
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13:00~13:20
5

13:20~13:35
6

13:35~14:15
7

開票結果報告、その他事項説明
朴思郁
中田義直

14:15~14:30
8 神学生の証し 

・⻄南学院⼤学神学部 専攻科⽣ 奥田悟

14:40~15:35
9 アピール

世話人代表 武林真智⼦
神学部⻑ 才藤千津⼦、各神学部教員
校⻑ 藤井秀⼀、理事⻑ 奥田稔
理事⻑ 踊⼀郎、校⻑ 城前和徳、宣教ｾﾝﾀｰ⻑ 松⾒俊ほか

15:40~16:20

10 閉会礼拝
・前奏
・賛美 新⽣讃美歌５５４番 イエスに導かれ
・祈り
・聖書朗読 ルカによる福音書５章３３ ３９節
・説教

・賛美 新⽣讃美歌５６６番 主に任せよ
・祝祷
・後奏

16:20
11 閉会宣言 ⼤会副実⾏委員⻑ 中島⼀弘

（２）⻄南学院⼤学神学部
（３）東京バプテスト神学校
（４）九州バプテスト神学校

■■１６時３０分終了■■

司式者

⻑崎バプテスト教会牧師 曺銀珉
奏楽者

奏楽者
⼀ 同
司式者

司式 橋⽖義⾏(嬉野)
奏楽 徳山研⼀(佐賀)

今後へのアドバイス  

全国壮年会連合総会等報告

⻑崎バプテスト教会牧師 曺銀珉
新しいぶどう酒

◆◆休憩（１０分）◆◆
司会 壮年会連合役員

司会 壮年会連合役員

司会 壮年会連合役員

・全国壮年会連合会⻑ ⾼良研⼀(恵泉)
・宣教研究所所⻑
・連盟常務理事 

（５）神学校献⾦推進委員
（６）次回開催連合（北関東）

（１）⼥性牧師・主事の会

事例発表全体に対する質疑応答 司会 坂東浩太郎(⻑崎)

 アドバイザー 九州バプテスト神学校宣教センター⻑ 松⾒俊(たかし)
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□説教者等の自己紹介

1965年 ⻑崎県諫早市⽣まれ。⾃然が好きで、⼤学で⾃然公園制
度を学び、卒業後は幸いにも⻑崎県庁の⾃然環境担当の部署に採
⽤され、その道⼀筋で働いています。東京への出張時、時間を潰
そうとふらりと寄った空港の本屋で何気に手に取り購入した三浦
綾⼦さんの本が「塩狩峠」。⾃宅に戻って⼀気に読み終え、感動
に浸りながらふと窓の外を⾒るとそこには夜空にライトアップさ
れた⻑崎バプテスト教会の光輝く⼗字架が 不思議な導きを感じ
教会に⾜を運ぶようになり、翌年2005年転勤先の佐世保にある相
浦光キリスト教会にてバプテスマを受ける。現在は初めて導かれ
た⻑崎バプテスト教会員。今年度から⻄九州地⽅連合の書記の働
きを担わせていただいています。

■開会礼拝説教者　芦谷　隆時　自己紹介

■西九州地方連合紹介　中島　一弘　自己紹介

■事例発表者　木村　幸治　自己紹介

1950年 ⼤阪 今市商店街   屋 ⽣    
⾼校卒業後 ⼤学浪⼈中             死    思    
なった。
1971年 ⽴命館⼤学経済学部3年⽣ 時 下宿近  洛陽     教
会（⽇本     宣教団） 受洗 ⽣  ⼒ 与   今 ⾄  
特殊法⼈京都信⽤保証協会 35年間勤務 
⻑崎 転居   2009年 ⻑崎     教会 所属 
2018年 九州     神学校本科   卒業 
現在は一般社団法⼈ノーザンクロス、一般財団法⼈⽇本国際ギデオン協
会 ⻑崎⽀部 活動中 
教会では、メッセージ等の奉仕の恵みに与かっている。

1956年佐賀県 吉野ヶ⾥町⽣まれです。
⼩学校低学年頃はゴミ捨て場に廃棄されていた遺物（甕棺・⽮じ
り・石包丁らしき破片等）の収集をしていました。
⾼校の時にキリストと出会い、その後佐賀キリスト教会で受洗。
銀⾏に勤務し、最後は県の外郭団体に出向し退職。
家族は、妻、猫2匹、メダカ15匹（妻が飼育中）です。
佐賀キリスト教会所属。2024年度の教会奉仕は、総務執事を担当
し、⻄九州地⽅連合の奉仕は会計を担当しています。
毎年新しい出会いに与かり、2024全国壮年⼤会はオンラインで開
催されます。皆様に会えることを楽しみにしています。
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1.大会参加の登録 

Googleフォームに必要事項記入のうえ、送信してください。 

https://forms.gle/wN42swu6wEXsuyz87 

 

右のQRコードでスマホからも登録できます。 

※グーグルフォームによる登録が難しい場合は以下も利用できます。 

 

●メールの場合 sonen@bapren.jp 全国壮年会連合事務局 飯野實宛 

●お知らせいただく内容 

①メールアドレス、②教会名(略式で)、③通知者氏名、④大会参加者氏名 

申込締切： 7月10日（水） 

注意：総会代議員登録は6/9で終了しています。 

 

2.大会参加登録費は無料ですが、 

大会参加の方は是非とも神学校献金をお願いします。 

 

神学校献金の振り込みについてのご案内 

大会参加者は神学校献金を以下のゆうちょ口座に振り込み願います。 

振り込み手数料は各自でご負担ください。送金締切： 8月20日（火） 

ゆうちょ口座  00120-2-721485 

口座名：日本バプテスト連盟全国壮年会連合全国壮年大会 

 

●ゆうちょ銀行以外の振込みは、 

金融機関コード 9900 店番019 店名〇一九（ゼロイチキュウ）口座番号 0721485  

 

＜問い合わせ先＞ 

全国壮年会連合事務局 飯野實 sonen@bapren.jp   

TEL/FAX 048-886-7533 
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　2024年度日本バプテスト連盟全国壮年会連合定期総会(8月23日)議案・資料　2024年度日本バプテスト連盟全国壮年会連合定期総会(8月23日)議案・資料　2024年度日本バプテスト連盟全国壮年会連合定期総会(8月23日)議案・資料　2024年度日本バプテスト連盟全国壮年会連合定期総会(8月23日)議案・資料

議案1．2024年度総会議長選任の件                 ・・・・・・・稲川副会長・事務局長

議案2．2024・2025年度全国壮年会連合役員・奨学金委員追加承認の件 ・・・・・高良会長

議案3. 2024・2025年度全国壮年会連合諸活動報告、決算、監査報告に関する件

　　3-1　2023年度全国壮年会連合活動報告　　　・・・・・・・・・・・・・・・高井会計

　　3-2　2023年度全国壮年会連合一般会計決算報告　 　 ・・・・・・・・・・・高井会計

    3-3　2023年度全国壮年会連合奨学金委員会活動報告　　　　・・・・北村奨学金委員長

    3-4　2023年度日本バプテスト連盟神学生奨学金会計収支報告　　・・北村奨学金委員長

    　 　2023年度日本バプテスト連盟神学生奨学金会計決算報告　　・・北村奨学金委員長

    3-5　2023年度監査報告　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・高良,堤監査

議案4. 全国壮年会連合規約細則第３条等の改定案の件　　　　　・・・・・・・高良会長

議案5. 2025年度 神学校献金目標額設定案の件　　　 　・・・・・稲川副会長・事務局長

議案6. 神学校献金の用途拡大に関する「日本バプテスト連盟」と「全国壮年会連合」

　　　　 の覚書に関する件　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・高良会長

議案7. 2024-2025年度 全国壮年会連合活動計画(案)の件　　　・・・・・・・・高良会長

議案8. 2024年度 全国壮年会連合一般会計修正予算(案)

　　及び2025年度 全国壮年会連合一般会計予算(案)の件　　　　・・・・・高井会計

議案9. 2024-2025年度 全国壮年会連合奨学金委員会活動計画(案)の件・北村奨学金委員長

議案10. 2024年度 全国壮年会連合奨学金会計修正予算(案)

　　及び2025年度 全国壮年会連合奨学金会計予算(案)の件　・・・北村奨学金委員長

議案11. 2026年度(第61回)全国壮年大会担当地方連合の件　　・・・稲川副会長・事務局長

議案12. 2025年度 総会議長の件           　・・・・・・・・・・稲川副会長・事務局長

＜資料＞

　＊西南学院大学神学部報告

　＊東京バプテスト神学校・九州バプテスト神学校専攻科学生一覧（2024年度）

　＊各教会・伝道所神学校献金・全国壮年会連合会費納入一覧（2023年度）

　＊各地方連合の神学校献金納入状況一覧、全国壮年会連合会費納入一覧（2021年度～2023年度）

　＊各教会・伝道所神学校献金・全国壮年会連合会費納入一覧（2017年度～2023年度）7年間

　＊全国壮年大会と全国壮年会連合の歩み

　＊全国壮年会連合規約集（2024年3月31日現在）
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議案１  2024 年度総会議長の選任の件 

全国壮年会連合規約細則第 18条１号により、以下の通り 2024 年度の総会 

    議長を推薦いたします。 

     本件は、昨年度の総会時点で、「北関東地方連合から選出する」ことを提案し、承認さ

れていますが、議長指名までは出来なかったため、今回以下の方が議長となることを提

案しますので、承認願います。 

     

2024 年度総会議長 地方連合 所属教会・伝道所 

戸田 浩司  北関東 西川口 

        （任期 2024 年度総会から、2025 年度総会日まで） 

 

議案２  2024・25 年度全国壮年会連合役員・奨学金委員追加承認の件 

昨年８月の定期総会において、文書総会であったために、全国壮年会連合会長及び奨学金委員

長が信任された時点で、事務局長、書記、会計及び奨学金委員４名の指名ができず、その場で承

認できませんでしたので、会長及び委員長より指名された下記の方々について、全国壮年会連合

ニュース第 129 号（12月 20 日発行）で紹介報告させていただいておりますが、本総会の冒頭で

ご承認願います。 

 

任期については、2024 年 4 月 1日に遡って、2026 年 3月 31 日までとします。 

 

役員  

事務局長 

稲川 仁（宝塚教会・副会長兼任） 

 

書記 

木村 均（大井教会） 

 

会計 

高井 透（高崎教会） 

 

  奨学金委員 

      委員  

浦瀬 佑司（札幌教会） 

    

     委員  

      古田 晴彦（宝塚教会） 

   

   委員 

      鶴沢 寛（鳥栖教会）  

 

     委員 

田口 清吾（平針教会） 

以 上 
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議案３－１    2023 年度全国壮年会連合活動報告議案３－１    2023 年度全国壮年会連合活動報告議案３－１    2023 年度全国壮年会連合活動報告議案３－１    2023 年度全国壮年会連合活動報告 

 

《活動方針》 《活動方針》 《活動方針》 《活動方針》 

  全国の壮年が相互の啓発をはかり、交流親睦を深めると共に伝道活動を積極的に協力し合うことを

目的とし、この目的達成のために、「伝道者養成の業に参与する」ことと「教会形成を担う」ことを活動の

柱として活動してきた。そのためにも壮年一人ひとりが自立したバプテストの信徒へと成長することを目

指して、全国壮年大会での講演会の開催や各地方連合壮年会での伝道活動の推進、情報交換及び

相互協力活動の奨励を行うこととし、以下の活動に対し重点的に取り組んだ。 

① 2023 年度は、新型コロナの 5 類指定を受けて、計画されていた活動も対面及び Zoom 等のオン

ライン形式での活動と幅広くできるようになった。交わりの面でもオンラインでの会合だけでは得

難いものを対面での会合で復活できたことによりさらに幅広く活動できるようになった。 

② 定期総会は今年度も「文書による総会」とした。 

代議員が確定した後、準備した議案を事前配布資料として送付し、６月24日に初めての試みとし

て議案説明会をオンライン形式で開催した。意見や質問を募った後、その回答とともに投票用紙

を送付して投票した。開票日（総会開催日）を壮年大会の前日に設定し、代議員登録 205 名、投

票総数 172 名で開催した。開票結果を翌日の大会のプログラムの中で報告した。提案した議案

はすべて賛成多数で承認された。 

③ 今年度の連盟総会で可決された「伝道者養成アクションプランと財務基本計画に関する件」と「奨

学金会計基本金に関する件」に基づき、これまでの壮年会連合が西南学院大学神学部・東京バ

プテスト神学校・九州バプテスト神学校の神学生への奨学金支給に加えて、東京バプテスト神学

校・九州バプテスト神学校の両神学校に対する財政支援を行なえるように、次年度 8 月の壮年大

会において規約の改正を行なえるよう準備を進めた。 

 

・この一年間の活動内容は次の通りである。 

 

Ⅰ. 全国壮年大会の開催 Ⅰ. 全国壮年大会の開催 Ⅰ. 全国壮年大会の開催 Ⅰ. 全国壮年大会の開催 

１． 第 58 回（2023 年度）全国壮年大会の開催 

全国壮年会連合規約第5条（2）に則り東京地方壮年連合の担当で、4年振りに対面（オンライン参

加も含め）で、8 月 25～26 日に大井教会で開催された。大きなトラブルもなく、予定したプログラム

を実施出来た。全国からも多くの方々がオンラインで参加され、当日の会場参加者は約 100 名、

オンライン参加は約 120 名の参加となり大盛会であった。また、夕食懇親会は約70 名の参加で大

井町駅近くの「きゅりあん」にて開催され、分団で語り足りなかった話題に盛り上がり、大いに親交

を深めることができた。 

 

開催日時 2023 年 8 月 25 日(金)～26 日(土) 

会   場 大井バプテスト教会 
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主題と講師 

主題 「教会が元気になるには ～にもかかわらず、新しい共同体を求めて～」 

主題講師 濱野道雄西南学院大学神学部教授・鳥栖キリスト教会協力牧師 

＜聖書＞ 主なる神は言われた。「人が独りでいるのは良くない。彼に合う助 

ける者を造ろう。」           （創世記 2 章 18 節 新共同訳） 

大会運営担

当 

東京地方壮年連合 

・総会は書面によるものとし、8 月 24 日(木)に開催。開票結果を大会当日会場で報告した。 

 提出された議案は、すべて賛成多数で承認された。詳細は、壮年会連合ニュース 128 号参照。 

大会の詳細は、11 月発行の定期総会・全国壮年大会報告書に記載。 

 

 ２.第 59 回(2024 年度)全国壮年大会の開催準備 

 西九州地方連合壮年会の担当で準備が進められている。 

 2024 年 8 月 24 日(土)オンライン形式での開催となる。  

 

 

Ⅱ. 伝道者養成の業への参与 Ⅱ. 伝道者養成の業への参与 Ⅱ. 伝道者養成の業への参与 Ⅱ. 伝道者養成の業への参与 

１. 神学校献金(神学生奨学金献金)活動の推進 

2023 年度の神学校献金額は 15,771,916 円（前年度 15,549,460 円）であった。 

昨年度より22万円強の増加となった。これはコロナの5類移行に伴い教会員が教会に集まっての

教会活動が少しずつ元に戻り始めた結果だと推測している。  

会費の納入額は 2,329,800 円と、こちらも前年度比約 1 万円強の増加となった。会費の納入者数

が 8 名増加し、教会活動も徐々に以前の状態に戻りつつあるものと思われる。 

なお、神学校献金ゼロの教会・伝道所数は 65、連合会会費の納入ゼロの教会・伝道所数は 165 と

なっており、いずれも前年度に比べ減少している。（2023 年度連盟登録教会・伝道所数は 316（内

4 カ所は活動休止中）） 

引き続きより多くの教会・伝道所からの協力が得られるようにしていきたい。 

全国壮年会連合の働きは、奨学金による神学生のサポートを大きな柱とし、更に 2025 年度より東

京・九州両神学校に対する財政的支援にも踏み出すことを計画中であり、ますますその働きが強

く期待されており、その期待に応えたい。 

 

① 神学校週間(2023 年 6 月 25 日から 7 月 2 日)でのアピール 

 「神学校週間のしおり」を以下のコンセプトで作成し全国の諸教会・伝道所に配布した。 

 昨年同様、バプテスト誌 7 月号特別折込「神学校週間によせて」の編集に、連盟常務理事室

とともに参画し、壮年会連合セクションの割り付けを担当した。 

 

＜紙面割り付け（構成）＞ 

 編集担当 記  事 

1 面 連盟（編集室） 

巻頭言 

西南学院大学神学生及び各連合立等神学校神学生の証し 
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2 面 壮年会連合 

神学校週間奨励「キリストに捕らえられているから」 

才藤千津子西南学院大学神学部神学部長 

「新しい伝道者養成基本理念が承認されました」 

豊永義典壮年会連合副会長 

3 神学校・神学生の紹介（氏名等） 

神学校献金（神学生奨学金献金）の推移 

神学校献金（神学生奨学金献金）について 

 壮年会としての配布部数 10,000 部（壮年会員×2＋α）  

 献金封筒等活動ツールの作成送付（全教会・伝道所宛） 

     

② 神学校献金推進活動の紹介 

・7 年前に作成した三つ折りパンフレット「奨学金制度を支える働き」の改訂版を作成し、地 

方連合における神学校献金推進委員の働きをサポートした。 

・故青柳博兄が製作した神学校週間礼拝用 PDF 文書を最新のデータに置き換え、今年も 

使えるようにして壮年会連合のホームページにアップした。 

・壮年会連合ニュースの記事(寄稿)として 3 神学校の神学生の証を紹介した。 

③ 教会ごと個別アピールの実施 

神学校献金が前年度実績から大幅に減少した教会への働きかけは、地方連合会長および

神学校献金推進委員のサポートを得ながら進めた。 

④ 神学校週間に合わせてホームページに掲載している西南学院大学神学部及び、東京・九州

両バプテスト神学校を紹介するツールの活用をアピールした。 

 

２. 伝道者養成を推進する。 

①  伝道者として第一線に立とうとしている献身者に、以下の機会に全国の壮年からの期待を

伝えた。 

・新任牧師・主事研修会（宣教研究所主催、2 月 28 日～3 月 2 日オンラインと対面で実施） 

参加者：10 名 （対面 4 名、オンライン 6 名） 

（西南 0 名、東バプ 5 名、九バプ 3 名、他派 2 名） 

・神学校入学前研修会（連盟宣教部主催、3 月 8～9 日オンラインで実施） 

   参加者： 5 名（西南 2 名、東バプ 2 名、九バプ 1 名） 

役員が企画にも加わり、壮年会連合の活動紹介、意見交換の場に参加。 

② 各教会伝道所からの「献身者の掘り起こし」を積極的に推進していった。 

 

 

Ⅲ. 教会形成を担う壮年の働きの推進 Ⅲ. 教会形成を担う壮年の働きの推進 Ⅲ. 教会形成を担う壮年の働きの推進 Ⅲ. 教会形成を担う壮年の働きの推進 

１. 全国の壮年同士の連帯と強化と活性化 

壮年会活動の活性化を図るため、二つ以上の地方連合が共同して行うイベントに対 

し財政的裏付けも用意したが、予定されていた二つの行事は実際には申請は無かった。 

２. 全国壮年の情報の共有のため「壮年会連合ニュース」の発行 

従来基本的に 2 ページだった紙面を 4 ページに拡大、内容の充実化を図り、神学校に 

学ぶ方が増加するのを願って、第 125 号より牧師の方々に、『あなたはどのようにして召 

命を受けたのか』という新シリーズを開始した。また、これからの伝道者養成について理事会

と共に進めようとしている記事を 3 回にわたって掲載したことは大変良かった。 
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〈2023 年度発行の壮年会連合ニュース紙面構成〉 

発行月 号 １ページ 2 ページ 3 ページ 4 ページ 

4/20 126 

・山田誠一 

 (全国壮年連合会長) 

 

・原田仰 

(西南神学生) 

 

・奨学生募集案内 

踊一郎(西南教会) 村田悦(大分教会) 

・全国壮年大会案内 

・連合定期総会公告 

・役員・奨学金委員長

選挙公示 

・立候補締切日公示 

6/20 127 

・坂口昌彦(東京大会

実行委員長) 

 

・定期総会議案 

播磨聡(広島教会) 西脇慎一(西南教会) 

・浅川真 

(九バプ神学生) 

・代表者会議報告 

・神学校献金推進委 

員会議報告 

10/20 128 

・藤井秀一 

(東バプ校長) 

 

・石原誠 

(西南神学生) 

・坂口昌彦(東京大会

実行委員長) 

 

・野中滋生(西九州大

会実行委員長) 

・『「これからの伝道者

養成検討」の現状と

今後について』 

豊永義典副会長 

・事務局からのお詫び 

・総会審議報告 

 

・事前説明会及び文

書による総会への協

力を感謝 

12/20 129 

・吉田真司 

(連盟理事長) 

 

・11 月累計献金・会費

実績 

秋山信夫(上尾教会) 

『「これからの伝道者

養成」について、壮年

会連合がやろうとして

いること(その 1)』 

豊永義典副会長 

・舛田栄一 

(東京バプ神学生) 

・2024 年度役員人事 

・役員会報告 

・代表者会議報告 

・奨学金委員会報告 

・大会報告書訂正 

2/20 130 

・武林真智子(奨学金

担当連盟理事) 

 

・1 月累計献金・会費

実績 

南圭生 

(天草中央教会) 

『「これからの伝道者

養成」について、壮年

会連合がやろうとして

いること(その 2)』 

豊永義典副会長 

・奥田悟 

(西南神学生) 

 

・奨学金委員会報告 

 

・役員会報告 

● 別刷り：献金・会費実績折込 126 号（22 年度実績）、128 号（9 月累計）、130 号（1 月累計） 

３. 下半期に研修会を計画予定だったが実施できなかった。 

 

 

Ⅳ. 地方連合壮年会等代表者会議(略:代表者会議)の開催 Ⅳ. 地方連合壮年会等代表者会議(略:代表者会議)の開催 Ⅳ. 地方連合壮年会等代表者会議(略:代表者会議)の開催 Ⅳ. 地方連合壮年会等代表者会議(略:代表者会議)の開催 

・全国壮年大会に先立って 5 月 27 日に全国代表者会議をオンライン形式で実施した。報告関 

連議案の承認および 2024 年度神学校献金目標額を決定するとともに、他の議案の内容に  

ついても確認した。 

・11 月 11 日に第 2 回代表者会議を 4 年ぶりに対面（Zoom 参加あり）で開催し、壮年会連合の 

今後の在り方について話し合いの時を持った。 

 

 

Ⅴ. 神学校献金推進委員会議の開催 Ⅴ. 神学校献金推進委員会議の開催 Ⅴ. 神学校献金推進委員会議の開催 Ⅴ. 神学校献金推進委員会議の開催 

   6 月 3 日に神学校献金推進委員会を開催し、コロナの影響による神学校献金の減少傾向にどう 

対処していくのか、神学校献金推進委員の意見を聴取した。 
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Ⅵ. 役員会の動きその他 Ⅵ. 役員会の動きその他 Ⅵ. 役員会の動きその他 Ⅵ. 役員会の動きその他 

１. 奨学金会計が保有する資金資金資金資金を奨学金以外の使途に使えないかの検討を、連盟理事会と壮年

会連合の二者協議として進めてきた。壮年会連合からは山田会長・豊永副会長・北村奨学金委

員長が参加した。この協議の合意を踏まえ、2 月に行なわれた連盟総会において「伝道者養成

アクションプランと財務基本計画に関する件」と「奨学金会計基本金に関する件」が承認され、

2024 年 8 月に行なわれる壮年連合定期総会への提案の準備に入った。 

２. 連盟総会での壮年会連合に関する 2 件の議案が承認されたことを受け、連盟理事会から 2 月

11日の壮年会連合第3回役員会に、吉田理事長及び中田常務理事が陪席し、前項についての

理事会からの要望書が山田会長に手渡された。 

３. １項の連盟での承認、２項の理事会からの要請に基づいて、神学校献金から東バプ・九バプ両

神学校に対する財政的支援を行なえるように、規約細則を改正することで対応する議案を予定し

ている。 

４. 壮年会連合から山田会長が委員として加わり、まとめられた「これからの伝道者養成アクション

プラン、及び財務基本計画」の連盟総会承認を受け、新年度に設置される「伝道者養成に関す

る委員会」に壮年会連合推薦委員を 1 名派遣する予定である。 

   ５. 今後も連盟側との二者協議は定期的に行われることを合意した。 

     また、連盟理事会からの要請に基づいて進めていく上記の作業については、両者の合意事項

を「覚書」にまとめるべく、覚書検討のための二者協議も 12 月にスタートした。 

   ６. 役員会その他 

     ・役員会は定例会を 3回（4/8、10/14、2/10 オンラインと対面で）開催するとともに、5/27 に臨時

役員会を持った。第 3 回役員会では、定例項目の報告・審議の後、これからの壮年会活動の

課題や進め方などについても話し合い、役員の交代に伴う新役員との引継ぎもそれぞれが行

なった。 

・奨学金委員会との合同役員会は 5 回（4/15、5/27 代表者会議後、8/22、11/11 代表者会 

議後、3/2 オンライン及び対面で）実施した。  

・監査は 4/7、中間監査を 10/6 に書面で行なった。 

   

 

Ⅶ. その他の活動 Ⅶ. その他の活動 Ⅶ. その他の活動 Ⅶ. その他の活動 

   １１１１. ジェンダーの問題への対応ジェンダーの問題への対応ジェンダーの問題への対応ジェンダーの問題への対応  この問題は、数年前から壮年大会の総会の中でも意見が出され

ており、ジェンダーで信徒会の働きが分けられていることに対して、諸教会では壮年・女性の垣

根を外して一緒にやる動きが出てきている。 

連合や全国レベルではどのように考えていくのか、役員会だけではなく、代表者会議などでも話

題にし、女性連合ともコンタクトしながら、検討を進めている。    

   ２.    ２.    ２.    ２. ハラスメント問題の取り組み  誰でも加害者・被害者になりうる大切な人権の問題としてとらえ

ているがまだ十分に取り組めなかった。 

 

 

Ⅷ. 2023 年度全国壮年連合協力体制 Ⅷ. 2023 年度全国壮年連合協力体制 Ⅷ. 2023 年度全国壮年連合協力体制 Ⅷ. 2023 年度全国壮年連合協力体制 

   地方連合壮年会長・神学校献金推進委員 （敬称略） 

地方連合 壮年会長（教会） 神学校献金推進委員（教会） 

・北海道 西島 啓喜（帯広） 西島 啓喜（帯広） 

・東  北 向井田 洋（仙台） 向井田 洋（仙台） 
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・北関東 戸田 浩司（西川口） 伊佐山 大智（宮原） 

・東  京 坂口 昌彦（目白ヶ丘） 坂口 昌彦（目白ヶ丘） 

・神奈川 杉野 省治（逗子第一） 井東 元（横浜戸塚） 

・西関東 宮西 宏明（富士吉田） 宮西 宏明（富士吉田） 

・中  部 長谷 幸雄（各務原） 仙敷 正俊（瑞穂） 

・関  西 稲川 仁（宝塚） 稲川 仁（宝塚） 

・中四国 松田 裕二（道後） 石倉 央（広島） 

・北九州 菊岡 義修（東八幡） 菊岡 義修（東八幡） 

・福  岡 藤  寿（代行・那珂川） 中冨 勇夫（鳥飼） 

・西九州 山崎 誠（佐賀） 田代 秀武（相浦光） 

・南九州 海蔵 隆志（都城） 海蔵 隆志（都城） 

 

 役員会・委員会 （敬称略） 

役員会・委員会 氏  名（担務・教会） 

役 員 会 

山田 誠一（会長・大井） 豊永 義典（川崎・副会長） 

三室 日朗（事務局長・西南） 高井 透（高崎・会計） 

井東 健男（書記・府中）  

 高良 研一（監査・恵泉）  堤  秀幸（監査・福岡西部） 

奨学金委員会 

北村 愼二（委員長・宝塚） 浦瀬 佑司（札幌・総務） 

田口 清吾（会計・平針） 古田 晴彦（宝塚・渉外） 

鶴澤 寛（返還・鳥栖）  

武林 真智子(連盟担当理事・ 

相浦光) 

才藤 千津子(西南学院大学神学部長・

平尾) 

事務局員 飯野 實（宮原）   

 

 

以上 
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議案３－３     2023 年度全国壮年会連合奨学金委員会活動報告 議案３－３     2023 年度全国壮年会連合奨学金委員会活動報告 議案３－３     2023 年度全国壮年会連合奨学金委員会活動報告 議案３－３     2023 年度全国壮年会連合奨学金委員会活動報告 

 

≪活動方針≫ ≪活動方針≫ ≪活動方針≫ ≪活動方針≫ 

下記規程・運営規則・覚書に基づいた活動を諸教会、全国壮年会連合、日本バプテスト連盟理事会、西南学院

大学神学部等との協働によって行う。 

全国壮年会連合・連盟理事会との「覚書」 2008 年8 月2 日締結 

「日本バプテスト連盟全国壮年会連合奨学金制度に関する規程」 

（略称：全国壮年会奨学金規程） 

2019 年8 月22 日改定 

「日本バプテスト連盟全国壮年会連合奨学金委員会運営規則」 2000 年9 月16 日発効 

「専ら伝道の業に従事する者に関する規程」 2019 年8 月22 日改定 

神学校献金使途拡充による「覚書」（連盟と両神学校で締結） 2013 年3 月31 日締結 

全国壮年会奨学金の給付及び貸与額等に関する細則 2016 年8 月20 日発効 

 

１．基本活動計画 １．基本活動計画 １．基本活動計画 １．基本活動計画 

①全国壮年会奨学金規程の所管事項第6 条（1）～（3）による活動 

＊業務計画・予算案・業務報告書・決算書を全国壮年会連合役員会（以下、役員会）へ提案・提出した。 

＊奨学金の給貸与額・返還条件に関する基本方針を策定し､役員会へ提案した。 

②同規程の所管事項第6 条（4）～（5）による活動 

＊奨学生の募集、選考、給貸与額・返還条件を決定した。 

＊返還状況を確認し、遅滞者に督促した。 

③同規程の所管事項第3 条2 号、5 条2 項による活動 

＊この制度の運営に関する年度の業務報告等を、役員会を経由し連盟理事会に報告した。 

＊連盟理事会、西南学院大学神学部との協働を明確にして、活動を行った。 

④貸与奨学金返還遅延者に関しては、連盟理事会、推薦教会と緊密に連携し対応した。 

⑤「神学校献金の使途拡充の件」に伴う「連合立等神学校奨学金」に関する、連盟理事会からの受託業務を行

った。 

⑥全国壮年会奨学金貸与額等に関する細則を改定し、西南学院神学部の神学部研修生に対する奨学金の取

り扱い、神学部リカレント生に対する取り扱いについて、明記した。 

⑦奨学金会計の今後１０年間のシミュレーションを行い、基本金の適正額について壮年会連合役員会と協議

の上、連盟総会決議をもって、基本金を 213,875,164 円から 150,000,000 円に変更し、差額の63,875,164 円

を繰越金に組み入れた。 

⑧奨学金会計の決算において、償却引当金勘定を設定することについて協議し、２０２３年度決算から運用す

ることとなった。 

⑨神学校献金の用途の拡大について壮年会連合役員会と協議し、連合立等神学校に対する支援の仕組みに

ついて検討した。 

 

２．奨学金委員会構成メンバー及び委員会の開催・出席 ２．奨学金委員会構成メンバー及び委員会の開催・出席 ２．奨学金委員会構成メンバー及び委員会の開催・出席 ２．奨学金委員会構成メンバー及び委員会の開催・出席 

①構成メンバーと職務（委員の任期 2022 年4 月1 日～2024 年3 月31 日） 

氏 名 職 務 所 管 す る 事 項 

北村 愼二 委員長 

委員会の招集・議長、連盟・全国壮年会連合との調整 

西南学院大学神学部との連絡調整に関すること 

浦瀬 佑司 総 務 

奨学金委員会で所管する規程に関すること 

会議記録に関すること 

古田 晴彦 渉 外 

奨学生の募集、選考に関すること 

奨学生（在学生）との連絡調整に関すること 

財務（収支および資金管理）に関すること 



田口 清吾 会 計 

財務（収支および資金管理）に関すること 

貸与額及び返還額の記録・管理に関すること 

鶴澤  寛 返 還 

対象者の管理に関すること  

返還対象者及び推薦教会との連絡調整に関すること 

武林 真智子  連盟担当理事 連盟理事会に関すること 

才藤 千津子 神学部長 西南学院大学神学部に関すること 

◎委員会陪席 全国壮年会連合 会長・監査・事務所職員 

 

②奨学金委員会開催 

第1 回 2023 年4 月15 日（土）  Zoom 会議 

第2 回 2023 年11 月25 日（土） 対面と Zoom 併用 

第3 回 2024 年1 月27 日（土）  Zoom 会議 

③全国壮年会連合役員会との合同役員会出席 

第1 回 2023 年4 月15 日（土）  Zoom 会議 

臨時   2023 年11 月11 日（土） 対面と Zoom 併用 

第2 回 2024 年3 月2 日（土）   対面と Zoom 併用 

④代表者等会議出席 

第1 回 2023 年5 月27 日（土）  Zoom 会議 

第2 回 2023 年11 月11 日（土） 対面と Zoom 併用 

⑤全国壮年会連合定期総会議案説明会出席 

  2023 年6 月24 日（土） Zoom 会議 

⑥西南学院大学神学部神学生との面談等 

   2023 年11 月3 日（金） 神学生との面談、神学部教授会との情報交換会 

 

３．３．３．３．    奨学金実績 奨学金実績 奨学金実績 奨学金実績 

① 2023 年度奨学生 

種別 人数 奨学生（推薦教会） 

博士後期2 年   

博士後期1 年   

博士前期2 年 2 原田 仰 (平尾) 、吉田 睿濫 (松本福音村) 

博士前期1 年   

神学専攻科   

学部4 年 1 奥田 悟 (東京北) 

学部3 年 1 長尾 基詩 (府中) 

学部2 年   

学部1 年   

選科3 年   

選科2 年   

選科1 年 1 石原 誠（常盤台） 

神学部研修生   

合 計 5  

 

 

 



②②②② 2023 年度奨学金    

奨学金の種類 奨学金額（合計） 

１種奨学金（貸与）：校納金（授業料＋施設費＋教育充実費）対応 4,004,000 円 

２種奨学金（給付）：生活費支援 2,140,000 円 

総  計 6,144,000 円 

    

４．貸与奨学金返還状況（在校生を含める）  ４．貸与奨学金返還状況（在校生を含める）  ４．貸与奨学金返還状況（在校生を含める）  ４．貸与奨学金返還状況（在校生を含める）  

（金額：円） 

区 分 

1 種 2 種 

合  計 

人数 金 額 人数 金 額 

年度当初の奨学金貸与残高 31 60,643,100 19 5,987,500 66,630,600 

年度内の奨学金返還総額 15 2,140,800 1 340,000 2,480,800 

奨学金償却額（規程第15 条） 1 2,665,600 1 540,000 3,205,600 

今年度の奨学金貸与総額 

(前期前払い分含む) 

5 4,004,000 0 0 4,004,000 

年度末の奨学金貸与残高 30 59,840,700 18 5,107,500 64,948,200 

※2017 年度より 2 種奨学金は給付に変更（神学部研修生を除く） 

 

４．４．４．４．    特記事項 特記事項 特記事項 特記事項 

    

① 「近況報告」により、卒業生の現況把握に努めた。 

② 専ら伝道の業に従事する者として特別認定いただけるかどうかを理事会に打診した。 

③ 対面と Zoom を併用して会議を行った。 

 

以上 
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議案３－５   2023年度全国壮年会連合監査報告書 

2024年 4月 20日    

 

2023年度の監査結果を報告いたします。昨年新型コロナが５類になったとはいえ、今回も書面監査

といたしました。また、業務監査では、常日頃、各役員会等の諸会議には出席し、2023年度より奨学

金委員会にも陪席できるようになりましたので、状況は良くわかるようになりました。 

 そこで、今回も事務局各位は会計担当者より送付いただいた書類に基づいて監査いたしました。 

 

監査期間 ： 2024年 4月 1日～12日 

 

監査対象： （１）2023年度全国壮年会連合活動計画 

      （２）2023年度全国壮年会連合奨学金委員会活動計画 

      （３）2023年度全国壮年会連合一般会計決算報告 

 

 

Ⅰ.業務監査 

１．業務監査の目的 

   今回は以下の事項を確認しました。    

  １）全国壮年会連合（以下、連合という）の活動が連合の各規約に照らしてその目的に従い、か

つ効果的に行われているか。 

  ２）機関決定のプロセスが分かるように議事録に記録されているか？そして、議事録は単に決定

事項のみならず、その背景や会議内容がきちんと記載されているか？ 

  

２．業務監査の方法 

 １）今年度は対面をオンラインを併用して各会議体に出席、又は陪席しました。 

２）2023年度の総会、地方連合代表者会議、役員会・奨学金委員合同会議、役員会、奨学金委員

会には基本的にすべて出席し、その議事録を確認しました。 

 

３．監査結果 

  １）規約による全国壮年会連合の働きについて 

    昨年度も指摘させていただいた、規約の目的の第4条及び、活動及び事業の第5条３項にあ

る、「伝道活動」という文言について、全国壮年会連合としては、具体的には「協力伝道」を

意味することと考えますので、役員会や代表者会議等で他の規約細則等の変更もあわせて議論

をしていただきたい。一部、議事録作成の不備がありましたので、その点の改善を期待します。 

  ２）全国壮年会連合ニュースの紙面を2022年度より２ページから４ページへと増やされましたの

で、紙面が充実していることを評価します。 

  ３）西南学院大学神学部の神学コースへの入学者は2024年度は新たに３名の神学生が与えられま

したが、伝道者養成の重要な課題である「献身者の掘り起し」については、全国壮年会連合NEWS

で、現役牧師の献身についての証を記載すようになったことは意義が大きいと思われます。更

に、役員会や代表者会議などで各教会からの献身者の掘り起しについて話し合う必要がありま

す。 
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  ４）昨今の監査の役割の責任性が増している中で、全国壮年会連合においては、奨学金委員会への

監査の陪席が認められるようになったので、より深く奨学金制度やその業務と奨学金会計につ

いての理解が増したことと思います。 

  ５）2023年度全国317教会・伝道所の中で、神学校献金を収めている教会・伝道所は245（77.3%）

となっており、全国壮年会連合の会費を納めている教会・伝道所は147（46.4%）です。ちょっ

と前の10年前の2012年度では、総教会・伝道所数326に対して、それぞれ、262（80.0%）、

171（52.5%）となっており、神学校献金が17教会・伝道所（3.1%ポイント）減、全国壮年会

連合会費が24教会・伝道所、6.1%ポイント減となっています。このことから、全国の諸教会・

伝道所に対する全国壮年会連合の在り方の見直しが必要であると考えられますので、役員会や

全国代表者会議などでしっかりと検討して対応していけたらと願います。 

 

 

Ⅱ.会計監査 

１．会計監査の目的 

  以下の各項目により、経理状況の現状を把握し、より適正かつ正確な経理に寄与する。 

 １）一般会計 

 収入、支出とも適正、正確に経理されているか。 

 帳票類は閲覧に供することができるように整理されているか。 

 年間収支の状況を把握し、適正な運営に努めているか。 

 ２）奨学金会計 

 収入、支出とも適正、正確に経理されているか。 

 個人別台帳には貸与・給付の実施、返済状況、償却が正確に記録されているか。 

 奨学生の近況報告等によって、奨学生のニーズや返済状況の把握がなされているか。 

 個人別台帳、残高管理表による残高把握は正確になされているか。 

 年間収支、基本金を含む自己資本の状況を把握し、奨学金制度の適格な運営に努めているか 

２．会計監査の方法 

 １）一般会計 

 現金出納帳残高及び、金融機関通帳残高または残高証明書記載の残高と会計管理システムに

記帳された対応する残高との照合。 

 会計管理システムの収入・支出各項目の月次別及び年度集計の残高と 

別途、項目ごとに集計した残高との照合。 

 2023年度一般会計決算書の各項目残高の上記帳票の残高との照合。 

 ２）奨学金会計 

 金融機関通帳残高または残高証明書記載の残高と会計管理システムに記帳された対応する

残高の照合。 

 会計管理システムの収入・支出各項目の月次別及び年度集計の残高と別途、項目ごとに集計

した残高との照合。 

 奨学生の個人別台帳、残高管理表に記載された貸与、給付、返済、償却及び残高と会計管理

システムの対応項目との照合。 

 2023年度奨学金会計決算報告書及び同年度奨学金会計収支報告の各項目と上記帳票の残高

との照合。 

 

３．会計監査の結果 
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議案４       全国壮年会連合規約細則第３条等の改定案の件        

 

＜提案理由＞  

連盟 2023年度第69回定期総会（2024年 2月 2-3日）で、「伝道者養成に関する基本理念（2023年」に

基づく「これからの伝道者養成アクションプラン、及び財務基本計画」において、神学校献金の用途を拡

大し、連合立等神学校の運営費支援に用いることが提示され承認された。  

連盟理事会は 2 月 26 日付の壮年会長宛の文書で、上記の内容を壮年会連合総会として認めることを要

請してきたことから、その内容を下記の修正案のように規約細則第３条（事業）に組み込むことを提案す

る。 （添付資料参照）（覚書案は議案６に示す） 

この変更に合わせて、神学校献金の用途が神学生奨学金以外に拡大されることになるので、これまで 

神学校献金（神学生奨学金献金）と呼んできた献金の呼称からカッコ書きを削除することにする。  

 

４－１  規約 細則第３条の改定案（今回の追加を新２項とし、従来の2,3項を3,4項とする）  

第３条 規約第５条第１項に定める「伝道者養成のための神学校献金に関する、連盟理事会から委託を

受けた事業」とは、神学校献金を推進し、西南学院大学神学部学生奨学金支援のための「奨学金制

度」の運営及び東京バプテスト神学校・九州バプテスト神学校奨学金制度のための奨学金送金業務

と受給者名簿管理を行うものとする。  

２．連盟第６９回総会で承認された「伝道者養成に関する基本理念（2023 年）」に基づく「これからの

伝道者養成アクションプラン、及び財務基本計画」に示されている、神学校献金の用途を拡大し、

連合立等神学校の運営費支援に用いるため、その必要額を連盟へ支援金として送金する。  

３．神学校献金の目標額の設定は、地方連合壮年会等代表者会議の議を経て、総会において決定する。 

４．各地方連合壮年会の会長並びに神学校献金推進委員は、神学校献金を推進のために課題を共有し

協力する。  

 

＜参考＞ 

○ 現行の規約細則 第２章事業 第３条（事業）  

第３条 規約第５条第１項に定める「伝道者養成のための神学校献金（神学生奨学金献金）に関する、 

連盟理事会から委託を受けた事業」とは、神学校献金（神学生奨学金献金）を推進し、西南学院 

大学神学部学生奨学金支援のための「奨学金制度」の運営及び東京バプテスト神学校・九州バプ 

テスト神学校奨学金制度のための奨学金送金業務と受給者名簿管理を行うものとする。  

２．神学校献金（神学生奨学金献金）の目標額の設定は、地方連合壮年会等代表者会議の議を経て、

総会において決定する。  

３．各地方連合壮年会の会長並びに神学校献金推進委員は、神学校献金（神学生奨学金献金）を推

進のために課題を共有し協力する。  

 

４－２  上記の規約 細則第３条の改定案に伴い、以下の規約等で、 

「神学校献金（神学生奨学金献金）」の中の、カッコ書きの「（神学生奨学金献金）」を削除する。 

〇規約第５条第1項  

〇規約細則第3条 

〇奨学金規程３条 

 

 



議案５   2025 年度神学校献金目標額の件              

2025 年度神学校献金目標額：2,500 万円を提案します。 
昨年、2023年度、コロナが5類になったとはいえ、全国の諸教会 伝道所より、目標額2,500万円に対して、総額1,577

万円の献金（対前年比22万円アップ）が献げられたことに心より感謝致します。 

私達は2021年度まで3,000万円を献金目標額としてきましたが、西南学院大学神学部の神学コースの学生の大きな減

少があり、必要な奨学金額も低下してきたことから、2020年度からはコロナの影響もあり、献金実績は更に低下し、2,000

万円を下回る事態が続いてきました。この状況を受けて2022年度から目標額を下げ、2,500万円としました。給付・貸

与奨学金額は減少してきている現状ですが、このまま減少の一途を辿るのであれば、無牧師の教会が増えていくという事

態になりかねません。また神学生の多様なニーズに応えるべく、リカレント生に対する奨学金等も充実させてきたところ

ですが、さらに奨学金の充実を図り、例えば将来神学部の教員を目指そうとする奨学生の留学費用支援なども検討してい

きたいところです。また、2025年度から東京バプテスト神学校ならびに九州バプテスト神学校へ年間350万円を神学校

献金から支援することが連盟定期総会で決定しましたので、これに対する神学校献金の増額も必要となります。 

以上のことを踏まえ、2025年度の神学校献金の目標額は、2,500万円と設定させていただきました。従来と同じ目標金

額とはなっておりますが、新たな位置づけも加わっておりますことをご理解いただき、各教会・伝道所におかれましては、

何卒ご協力の程、お願い申し上げます。 

 

＜奨学金制度の沿革＞ 

年度  

2001 
連盟からの委託により全国壮年会連合が同制度の運営を開始した。 

但し、連盟制度にあった2種奨学金については資金の不足により制度に組み込めなかった。 

2007 2種奨学金を復活した。1人年額12万円とした。 

2009 2種奨学金を、１人年間54万円（配偶者無：30万円）に増額した。 

2013 
神学生奨学金会計から、連合立等神学校（東京バプテスト神学校、九州バプテスト神学校）の奨学金制

度に対し、神学生１人年間12万円（最大2年間）に相当する資金を支弁することとなった。＊注 

2017 2種奨学金を貸与から給付に変更。配偶者手当、子ども手当及び図書費援助費を新設した。 

        ＊注：神学生の校納金の８割相当を支弁。（現時点では東バプは16万円、九バプは12万円。）    

＜直近の献金額、奨学金支給・貸与額、支弁額、及び学生数の状況＞                （万円） 

年  度 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 

献 金 目 標 額  3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 2,500 2,500 

献 金 実 績 額 2,235 2,299 1,986 1,944 1,603 1,588 1,555 1,577 

西南給付/貸与額 2,704 1,795 1,733 1,514 925 769 523 566 

連合立等神学校支弁額 84 132 76 60 72 44 84 92 

神学生数 

西  南 21名 15名 14名 11名 8名 7名 6名 5名 

連合立等 7名 9名 5名 4名 5名 5名 6名 6名 
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議案６  神学校献金の用途拡大に関する「日本バプテスト連盟」と 

「全国壮年会連合」の覚書の締結について 

 

「神学校献金」の用途を拡大し、連合立等神学校の運営を支援するにあたり、添付の資料の

ごとく、「日本バプテスト連盟理事会」と「全国壮年会連合」との覚書を締結したいので、承

認願います。 

 

 

＜提案理由と今後の対応について＞ 

 

日本バプテスト連盟理事会は、これまで神学校献金（神学生奨学金献金）から西南学院大学

神学部の神学生と連合立等神学校で学ぶ神学生に対して奨学金の支給をしてきた。また、連合

立等神学校に対して、連盟の資金から年間合計350万円援助をしてきた。しかしその設定資金

が2024年度で枯渇することから、引き続き同様な支援を継続するために、その財源として、

2025年度から神学校献金を用いることで、日本バプテスト連盟理事会（甲）と全国壮年会連

合（乙）は、連合立等神学校への資金的援助をするべく、連盟理事会は吉田理事長と中田常務

理事、全国壮年会連合は豊永副会長と北村奨学金委員長の四者によって、2024年1月23日より

「覚書検討二者協議」を行ってきた。 

 

また、日本バプテスト連盟の2023年度第69回定期総会（2024年2月2-3日）において、「伝

道者養成に関する基本理念2023」に基づく「これからの伝道者養成アクションプラン、及び

財務基本計画」の中で、神学校献金の用途を拡大し、連合立等神学校の運営費支援に用いるこ

とが提示され、承認された。  

 

よって、甲は2月26日付の乙の会長宛の文書（資料）で、上記の内容を全国壮年会連合総会

として認めることを要請してきたことにより、全国壮年会連合として、神学校献金の用途を拡

大し、連合立等神学校の運営費支援に用いることを本総会にて議案４にて提案している。 

本総会で議案４が承認されたら、連盟理事会で本覚書の内容を承認しているので、ただちに

甲と乙とで、下記覚書を締結したい。  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                      神学校献金の用途拡大に関する覚書 （案） 
 
日本バプテスト連盟理事会(以下「甲」という) と日本バプテスト連盟全国壮年会連合(以下

「乙」という)は、甲の第６９回定期総会において採択された「これからの伝道者養成アクシ
ョンプラン、及び財務計画」と、乙の２０２４年度総会決議に基づき、乙が甲より委託を受け
て運営している奨学金制度の財源である「神学校献金」の用途を拡大し、連合立等神学校の運
営を支援するにあたり、覚書を締結する。  

甲と乙は、加盟教会が協力伝道の重要な働きである伝道者養成に主体的に参与し、献身者が
神学校に送り出されていくことを期待しつつ、その働きを担う伝道者養成機関を励まし、神学
教育の場としてより充実したものとなることを願い協働する。その具体として、この覚書をも
って、連盟における重要な伝道者養成機関の一つである連合立等神学校の働きを支える意思を
表明する。 

                    記 

 

１．乙は神学校献金より毎年３５０万円を、甲に連合立等神学校支援金として送金する。 

 

２.甲は乙より受けた連合立等神学校支援金を誠実に管理し、その目的に従い、連合立等神学

校の支援のみに用いる。 

 

３．連合立等神学校への支援金の配分は、甲の設置する「伝道者養成に関する委員会」に於い

て決定する。 

 

４.「伝道者養成に関する委員会」は、支援金を受給している連合立等神学校に年二回、活動

状況、経理等の運営状況の報告を求め、その内容を遅滞なく乙に報告する。 

 

５.乙は神学校献金の状況、奨学金の支出状況ならびに連合立等神学校の運営状況を総合的に

勘案し、奨学金制度の安定的運営のために１項の支援金額の見直しを「伝道者養成に関す

る委員会」に提言できるものとする。 

 

６.５項により連合立等神学校支援金額の見直しをする際は、災害、感染症等のやむを得ない

事情でない限り、少なくとも２年の猶予をもつこととする。 

 

７．奨学金制度の健全な運営、連合立等神学校の支援のため、甲と乙は適宜協議し、神学校献

金の推進に努める。 

 

８．この覚書に定めのない事項について補足 修正を要する場合、および覚書事項の解釈につ

いて疑義が生じた場合は、甲、乙にて協議する。 

 

９．この覚書の有効期間は２０２５年４月１日から２０２６年３月３１日までとするが、甲乙いずれから

も３ヶ月前の文書をもって変更の申し入れがないときは、自動的に１ヶ年ずつ更新する。 

     ２０２４年９月  日 

（甲） 宗教法人 日本バプテスト連盟 

 理事長  吉田 真司 

 

（乙） 日本バプテスト連盟 全国壮年会連合 

 会 長  高良 研一 



議案７     2024・2025 年度全国壮年会連合活動計画〈案〉 

＜主題＞    「私と教会が元気になるには」   

コロナが５類となり、これまで、できなかった事柄をぼちぼちと気を付けながらできるようになってきた。そこ

で、まずは主にある仲間との交流、交わり、祈りや学び、そして、協力伝道の実践かと思われる。これらを通じ

て、私が元気になり、教会も元気になることができるように願う。その為に、まずは、自分の周りで、教会で、近

隣の教会と、地方連合壮年会で、また、全国レベルで実践出来たらと期待している。その為の対応を色々と

積み重ねて行きたいと考えている。 

 

＜聖句＞「二人は、『道で話しておられるとき、また聖書を説明してくださったとき、わたしたちの心

は燃えていたではないか』と語り合った。」ルカ24章３２節（新共同訳） 

 

《活動方針》 

  全国壮年会連合規約の第４条では、「各教会の壮年会等が相互の啓発をはかり、交流親睦を深めると

共に（協力）伝道活動を積極的に協力し合うことを目的とする。」と記載されており、この目的達成のため

に、「伝道者養成の業に参与する」ことと「教会形成を担う」ことを働きのスローガンとして歩んでいる。そ

して、この度、今年度心新たに「私と教会が元気になるには」という主題を掲げて、私たち一人ひとりが

主と主の教会に献身し、自立したバプテストの信徒へと成長することにより、教会が元気になることを目

指して、全国壮年大会での講演会の開催や各地方連合壮年会での協力伝道活動の推進、情報交換及

び相互協力活動の推進を行う。そして、次の４項目を踏まえて、具体的な活動計画を推進する。 

① ＜伝道者養成と教会形成を担う働きの推進＞ 

・神学校献金の用途を拡大し、連合立等神学校への支援に用いる方向性を推進する。 

・＜毎月のニュースレターの発行＞ 「伝道者養成と教会形成を担う働き」のために、「私と教会が

元気   になるには」という主題により、毎月ニュースレターを発行し、HP や SNS を使って情報発

信し、壮年会員の減少、壮年会費の減少にも対応していきたい。 

② ＜全国壮年会連合ニュースの発行＞伝道者養成と教会形成を担う働きのための情報の共有と

「私と教会が元気になるには」という主題により情報提供していく。  

 〈壮年会連合ニュース 2024 年度発行計画と概略紙面構成〉 

発行月 号 １ページ 2 ページ 3 ページ 4 ページ 

24/ 4/20 131 

高良会長 

新役員の紹介 

西九州大会の案

内（野中氏） 

神学生の証 

（西南神学部） 

伝道者養成につい

て③（豊永氏） 

連合定期総会公示 

奨学金を希望される方へ 

役員会報告 

24/ 6/20 132 

野中西九州大会実行

委員長アピール 

定期総会議案 

       

牧師による召命

の証 

九州バプ神学生証 

 

第 1 回代表者会議報告 

 

24/10/20 133 

巻頭言 

 

神学生の証し 

（東京バプ） 

       

牧師による召命

の証 

「全国壮年大会を

終えて」 

野中実行委員長 

北関東大会案内 

 

総会議事報告 

総会への協力感謝 
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24/12/20 134 

巻頭言 

11 月累計献金・会費

実績 

       

牧師による召命

の証 

神学生の証 

第 2 回役員会報告 

 

第 2 回代表者会議報告 

第 2 回奨学金委員会報告 

25/ 2/20 135 

 

巻頭言 

1 月累計献金・会費

実績 

 

       

牧師による召命

の証 

神学生の証 

第 3 回役員会報告  

第 3 回奨学金委員会報告 

第 3 回役員会報告 

※別刷り：献金・会費実績折込 131 号（23 年度実績）、133 号（9 月累計）、135 号（1 月累計） 

③ ジェンダーレスへの指向   

諸教会・伝道所では、ジェンダー別の信徒活動をやめる動きが出てきている中で、伝道者養成と

教会形成を担う働きに向けて、男性のみならず、誰でも参加できるものに向けての改革の推進を

目指していきたい。東京地方壮年連合では、昨年度の定期総会で、男性のみ限らず、誰でも参

加できる働きへ向けての基本方針案が承認されて、新年度では規約改正をする予定であるので、

全国壮年会連合でもその方向で進めていきたい。そのために、代表者会議でも議論して、全国

規模で検討委員会を立ち上げて、推進していきたい。 

④ 昨年、コロナが 5 類になったことにより、対面での活動がかなりできるようになってきたので、特に

対面での意思の疎通を深め、経費（交通費）が掛からない形としてのオンラインによるものも併用

して活動を進める。 

 

《具体的活動計画》 

Ⅰ. 伝道者養成の業への参与 

１． 神学校献金の目標達成に向けての取組み。 

西南学院大学神学部の神学生に対する奨学金及び連合立等神学校奨学金制度への資金支援

のため、「神学校献金」の目標達成に向けて取り組んでいく。ここ数年コロナの影響もあって献金

額が下がっており、西南学院大の神学生の減少という現実もあるが、今後の奨学金制度の充実

や、多様化する伝道者養成のニーズに対応するため、引き続きこの活動に力を入れて目標達成

に向けて取り組みたい。 

 

２． 神学校週間の取組み 毎年６月第４週から翌週の主日までの、2024 年 6 月 23 日～6 月 30 日、

2025 年 6 月 22 日～6 月 29 日)の取組みにより、神学校献金目標額達成のための働きと新しい

献身者の掘り起しのため。 

① 「神学校週間によせて」のしおりの作成と送付。 

これまで同様、「神学校週間によせて」のしおりを連盟常務理事室とともに作成し、連盟の「全

国発送」にて発送する。そのために、全国壮年会連合は 2 面（裏）の記事作成を担当する。ま

た、全国壮年会連合としては、別途、神学校週間資料として、このしおりに加えて、神学校週

間のお願いの文書、振込用紙、神学校献金封筒等を各教会・伝道所に送付することにより、

各教会・伝道所での神学校週間アピールのためのツールとしての効果を期待する。 

 〈紙面割り付け(構成)〉 

 編集担当 記  事 

1面（表） 

連盟常務

理事室 

巻頭言（常務理事） 

西南学院大学神学生及び各地方連合立等神学校神学生の証し 
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2面（裏） 

壮年会連

合 

巻頭言（神学校関係者） 「神学校週間よせて（壮年会連合から） 

三神学校の紹介、神学生の紹介（氏名等） 

神学校献金（神学生奨学金献金）について 

 壮年会としての発行部数 10,000 部(壮年会員×2+α) 

② 神学校献金推進活動の紹介のパンフレットの作成の準備 

7 年前に作成したパンフレット「奨学金制度を支える働き」（2017 年 6 月）の改訂版を昨年６月

に作成し、全国の諸教会・伝道所に送付したが、今年度、一部の記述内容が変更となるので、

今年度は更なる改定の作成準備にあたり、次年度に発行する。また、地方連合における神学

校献金推進委員の具体的な働きをサポートし、全国壮年会連合ニュースの記事(寄稿)として

神学生と神学校献金推進委員の働きを紹介する。 

③ 教会ごとの個別アピールの実施 

神学校献金がこの近年大幅に減少してきている教会への働きかけは、協力のお願いの文書

を作成し、地方連合壮年会長および神学校献金推進委員のサポートを得ながら進める。 

④ 神学校週間に合わせてホームページに掲載している西南学院大学神学部、及び東京・九

州両バプテスト神学校を紹介するツールの活用をニュース等の種々の場でアピールする。 

⑤ 福岡連合壮年会が中心となって、神学校週間の時期に、神学寮において対面と全国向け

にオンラインの併用で開催されている集会を東京バプテスト神学校や九州バプテスト神学

校との協力で、オンラインの全国規模の集会を目指したい。 

 

３． 献身者の掘り起こしの推進 

① 各教会・伝道所からの「献身者の掘り起こし」を積極的に推進していくために、神学校献金推進

委員会議等で協議し推進していく。これは直接牧会に立つ献身者は勿論のこと、教会形成を担

う働きに献身する信徒の掘り起しを目指す。全国壮年会連合ニュース、研修会、壮年大会、青

年大会等、様々な手段を使って、特に青少年に対しては、青年大会において、献身するこ

との意義・重要性をアピールしていく。そして、連合立等神学校での聖書のより深い理解の

ため、また、教会形成のために、積極的に学ぶ方々が起こされるように祈っていく。 

② 伝道者として第一線に立とうとしている献身者への励ましとなるような対応を進める。 

・西南学院大学神学部、東京・九州両バプテスト神学校の神学生に対して、様々な手段を

用いて推進する。 

・神学校入学前研修会(連盟宣教室主催、3 月に実施)でアピールする。 

・新任牧師/主事研修会(宣教研究所主催、2~3 月に実施)でアピールする。 

 

 

Ⅱ. 教会形成を担う働きの推進 

全国の壮年同士の連帯と強化と活性化を踏まえて、 

1.全国規模のオンライン研修会の実施（10 月に実施予定）  

「私と教会が元気になるには」のテーマで実施する。 

2.壮年会活動の活性化を図るためにも、各地方連合の壮年会が行うイベントに対して、財政的支援

（各５万円程度）することを想定する。 

3.伝道隊の派遣（全国規模や地方連合内および地方連合間で）を奨励しサポートする。 
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Ⅲ. 定期総会の開催 

第68回連盟定期総会（2023/2/24）で「伝道者養成の基本理念 改定案」が承認されたことに基づ

き、昨年度の連盟の総会（2024/2/03）で承認された、「これからの伝道者養成アクションプラン、及び

財務基本計画」に従って、全国壮年会連合の今年度の定期総会で、神学校献金の用途を拡大し、両

神学校の運営のための支援に用いるという大きな決断をすることの承認を得る。合わせて、神学校献

金（神学生奨学金献金）のかっこ内の、神学生奨学金献金を削除することの承認を依頼し、更に関連

する規則等を変更していきたい。 

8 月 23 日(金)、今年も文書による総会とし、それにあたって、議案説明会を事前に 6 月 29 日(土)

にオンラインにて開催する。結果報告を全国壮年大会の中で行う。 

 

 

Ⅳ. 全国壮年大会の開催 

１. 第 59 回(2024 年度)全国壮年大会の開催 

全国壮年会連合規約第 5 条(2)に則り開催する。 

開催担当の西九州地方壮年会実行委員会はオンラインによる開催の準備を進めている。 

 開催日時  2024 年 8 月 24 日(土)  9:30～16:30 （オンライン） 

 主 題    「わたしたちの心は燃えていたではないか」   

    主題説教   芦谷 隆時（長崎教会員）          

聖 句    ルカによる福音書24章32節 「二人は『道で話しておられるとき、また聖書を説明して

く 

ださったとき、わたしたちの心は燃えていたではない

か』と語り合った」（新共同訳聖書） 

大会の詳細は全国壮年会連合ニュース 132 号(6 月 20 日発行予定)に掲載する。 

 

２. 第 60 回(2025 年度)全国壮年大会の開催 

 北関東地方連合壮年会の担当で実施する。 開催日程および会場については未定。 

 

３. 以降の全国壮年大会の計画と準備 

① 第 61 回の大会(2026 年度)は、連盟の研修委員会の発案で、2026 年度バプテスト大会（３日

間）を福岡の西南学院大学で開催する予定なので、初日（午後から？）に壮年会、女性会の

集まりができないかということがある。その際に全国壮年会連合の総会をどのようにするかの

課題がある。その翌年には 2020 年第 55 回大会(担当関西地方連合)がコロナ感染拡大のた

め中止となった関西地方連合に担当してもらうことを予定している。地方連合の活動が活性

化し、充実した大会となるように役員会としても支援しながら準備を進めたい。 

② これからの全国壮年大会と定期総会のあり方等については引き続き代表者会議や役員会

等で協議していく。 

 

Ⅴ.地方連合壮年会等代表者会議(略:代表者会議)の開催  

  地方連合壮年会等の連携強化のために、昨年度から年２回開催しているが、交通費等の関連で、１

回は基本的に対面で開催する。 

   2024 年度 6 月 1 日(土)： 対面（原則） 10：30～16:00、  11 月９日(土) ： オンライン 

    2025 年度 未定  
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Ⅵ. 神学校献金推進委員会議、及び献身者の掘り起こしのための推進会議の開催 

  神学校献金の意義を強調しながら、目標達成に向け、また、献身者の掘り起しのために、13 地方連合壮

年会等の神学校献金推進担当者による会議を「神学校週間」前の 6 月半ばに開催し、合わせて、献身

者の掘り起しの推進のための協議を行いたい。 

  2024 年 6 月 15 日(土)（10:30～） オンライン   2025 年 6 月 ＜未定＞  

 

Ⅶ. 2024 年度全国壮年連合 協力体制   

 地方連合壮年会長・神学校献金推進委員 （敬称略） 

地方連合 壮年会長（教会） 神学校献金推進委員（教会） 

・北海道 西島 啓喜（帯広） 西島 啓喜（帯広） 

・東  北 向井田 洋(仙台) 向井田 洋(仙台) 

・北関東 戸田 浩司（西川口） 未定 

・神奈川 森 三樹（洋光台） 根塚 幸雄（横須賀長沢） 

・西関東 松坂 克世（静岡） 松坂 克世（静岡） 

・中  部 長谷 幸雄（各務原） 仙敷 正俊（瑞穂） 

・関  西 稲川 仁（宝塚） 稲川 仁（宝塚） 

・中四国 松田 裕二（道後） 石倉 央（広島） 

・北九州 菊岡 義修（東八幡） 菊岡 義修（東八幡） 

・福  岡 藤 寿（那珂川）代行 中冨 勇夫（鳥飼） 

・西九州 山崎 誠 （佐賀） 林 雄平（大川） 

・南九州 森山 勇樹(天草中央） 森山 勇樹(天草中央） 

 

 役員会・委員会       （敬称略） 

役員会・委員会 氏  名（担務・教会） 

役員会 

高良 研一（会長・恵泉） 稲川  仁（副会長・宝塚） 

稲川  仁（事務局長・宝塚） 高井  透（会計・高崎） 

木村  均 （書記・大井）  

 堤  秀幸（監査・福岡西部）  大城戸 一彦（監査・所沢） 

奨学金委員会 

北村 愼二（委員長・宝塚） 浦瀬 佑司（総務・札幌） 

田口 清吾（会計・平針） 鶴澤  寛（返還・鳥栖） 

古田 晴彦（渉外・宝塚）  

武林 真智子（連盟理事・相浦光） 才藤 千津子（西南大/神学部長・平尾） 

事務局員 飯野  實（宮原）   
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議案８ ２０２４年度全国壮年会連合一般会計修正予算(案)及び議案８ ２０２４年度全国壮年会連合一般会計修正予算(案)及び議案８ ２０２４年度全国壮年会連合一般会計修正予算(案)及び議案８ ２０２４年度全国壮年会連合一般会計修正予算(案)及び

２０２５年度全国壮年会連合一般会計予算(案)２０２５年度全国壮年会連合一般会計予算(案)２０２５年度全国壮年会連合一般会計予算(案)２０２５年度全国壮年会連合一般会計予算(案)

単位：円単位：円単位：円単位：円

２０２３年度２０２３年度２０２３年度２０２３年度

決算決算決算決算

2,329,800 2,500,000 2,500,000 2,500,0002,329,800 2,500,000 2,500,000 2,500,0002,329,800 2,500,000 2,500,000 2,500,0002,329,800 2,500,000 2,500,000 2,500,000

1,500,000 1,500,0001,500,000 1,500,0001,500,000 1,500,0001,500,000 1,500,000 ※1 1,500,000 1,500,0001,500,000 1,500,0001,500,000 1,500,0001,500,000 1,500,000

39 0 0 039 0 0 039 0 0 039 0 0 0

0 0 0 00 0 0 00 0 0 00 0 0 0

3,829,839 4,000,000 4,000,000 4,000,0003,829,839 4,000,000 4,000,000 4,000,0003,829,839 4,000,000 4,000,000 4,000,0003,829,839 4,000,000 4,000,000 4,000,000

4,902,460 4,350,460 5,134,562 3,672,5624,902,460 4,350,460 5,134,562 3,672,5624,902,460 4,350,460 5,134,562 3,672,5624,902,460 4,350,460 5,134,562 3,672,562

8,732,299 8,350,460 9,134,562 7,672,5628,732,299 8,350,460 9,134,562 7,672,5628,732,299 8,350,460 9,134,562 7,672,5628,732,299 8,350,460 9,134,562 7,672,562

２０２３年度２０２３年度２０２３年度２０２３年度

決算決算決算決算

879,886 1,730,000879,886 1,730,000879,886 1,730,000879,886 1,730,000 ※2 2,020,0002,020,0002,020,0002,020,000 ※2 1,900,0001,900,0001,900,0001,900,000

 ①代表者会議旅費 ①代表者会議旅費 ①代表者会議旅費 ①代表者会議旅費 294,366 550,000 600,000 600,000294,366 550,000 600,000 600,000294,366 550,000 600,000 600,000294,366 550,000 600,000 600,000

②役員会議旅費②役員会議旅費②役員会議旅費②役員会議旅費 83,576 260,000 310,000 310,00083,576 260,000 310,000 310,00083,576 260,000 310,000 310,00083,576 260,000 310,000 310,000

③奨学金委員会旅費③奨学金委員会旅費③奨学金委員会旅費③奨学金委員会旅費 192,944 430,000192,944 430,000192,944 430,000192,944 430,000 ※3 600,000 480,000600,000 480,000600,000 480,000600,000 480,000

④合同委員会旅費④合同委員会旅費④合同委員会旅費④合同委員会旅費 248,200 460,000 480,000 480,000248,200 460,000 480,000 480,000248,200 460,000 480,000 480,000248,200 460,000 480,000 480,000

⑤会議事務費⑤会議事務費⑤会議事務費⑤会議事務費 60,800 30,000 30,000 30,00060,800 30,000 30,000 30,00060,800 30,000 30,000 30,00060,800 30,000 30,000 30,000

984,127 1,100,000 1,200,000 1,200,000984,127 1,100,000 1,200,000 1,200,000984,127 1,100,000 1,200,000 1,200,000984,127 1,100,000 1,200,000 1,200,000

①広報費①広報費①広報費①広報費 761,053 700,000761,053 700,000761,053 700,000761,053 700,000 ※4 800,000800,000800,000800,000 ※4 800,000800,000800,000800,000

②活動費②活動費②活動費②活動費 223,074 400,000 400,000 400,000223,074 400,000 400,000 400,000223,074 400,000 400,000 400,000223,074 400,000 400,000 400,000

1,733,724 2,216,000 2,222,000 2,292,0001,733,724 2,216,000 2,222,000 2,292,0001,733,724 2,216,000 2,222,000 2,292,0001,733,724 2,216,000 2,222,000 2,292,000

①旅費交通費①旅費交通費①旅費交通費①旅費交通費 176,297 440,000 400,000176,297 440,000 400,000176,297 440,000 400,000176,297 440,000 400,000 ※5 470,000470,000470,000470,000

②事務通信費②事務通信費②事務通信費②事務通信費 79,180 100,000 100,000 100,00079,180 100,000 100,000 100,00079,180 100,000 100,000 100,00079,180 100,000 100,000 100,000

③事務費③事務費③事務費③事務費 38,323 100,000 100,000 100,00038,323 100,000 100,000 100,00038,323 100,000 100,000 100,00038,323 100,000 100,000 100,000

④備品購入費④備品購入費④備品購入費④備品購入費 0 30,000 30,000 30,0000 30,000 30,000 30,0000 30,000 30,000 30,0000 30,000 30,000 30,000

⑤事務職員費⑤事務職員費⑤事務職員費⑤事務職員費 1,302,750 1,404,0001,302,750 1,404,0001,302,750 1,404,0001,302,750 1,404,000 ※6 1,450,0001,450,0001,450,0001,450,000 ※6 1,450,0001,450,0001,450,0001,450,000

⑥協力伝道献金⑥協力伝道献金⑥協力伝道献金⑥協力伝道献金 132,000 132,000132,000 132,000132,000 132,000132,000 132,000 ※7 132,000132,000132,000132,000 ※7 132,000132,000132,000132,000

⑦支払手数料⑦支払手数料⑦支払手数料⑦支払手数料 5,174 10,000 10,000 10,0005,174 10,000 10,000 10,0005,174 10,000 10,000 10,0005,174 10,000 10,000 10,000

⑧雑費⑧雑費⑧雑費⑧雑費 0 0 0 00 0 0 00 0 0 00 0 0 0

0 0 0 00 0 0 00 0 0 00 0 0 0

0 20,000 20,000 20,0000 20,000 20,000 20,0000 20,000 20,000 20,0000 20,000 20,000 20,000

0 0 0 00 0 0 00 0 0 00 0 0 0

3,597,737 5,066,000 5,462,000 5,412,0003,597,737 5,066,000 5,462,000 5,412,0003,597,737 5,066,000 5,462,000 5,412,0003,597,737 5,066,000 5,462,000 5,412,000

232,102 △ 1,066,000 △ 1,462,000 △ 1,412,000232,102 △ 1,066,000 △ 1,462,000 △ 1,412,000232,102 △ 1,066,000 △ 1,462,000 △ 1,412,000232,102 △ 1,066,000 △ 1,462,000 △ 1,412,000

5,134,562 3,284,460 3,672,562 2,260,5625,134,562 3,284,460 3,672,562 2,260,5625,134,562 3,284,460 3,672,562 2,260,5625,134,562 3,284,460 3,672,562 2,260,562

8,732,299 8,350,460 9,134,562 7,672,5628,732,299 8,350,460 9,134,562 7,672,5628,732,299 8,350,460 9,134,562 7,672,5628,732,299 8,350,460 9,134,562 7,672,562

※1. 2023年度神学校献金額 (15,771,916円) の10％以内。

※2. 各会議における役員、奨学金委員の旅費・日当および地方連合会長の日当。

※3. 神学生面談委員3名旅費を含む。

※4. 神学校週間しおり等発送料値上げを想定した。

※5. 神学校献金推進会議の宿泊１泊分（1人5,000円）および日当を含む。

※6. 連合ニュース発送業務などをアルバイトに委託することを想定した。

※7. 事務所の使用料（事務所管理費）を献金としている。

収　入　の　部収　入　の　部収　入　の　部収　入　の　部

２０２４年度 ２０２５年度２０２４年度 ２０２５年度２０２４年度 ２０２５年度２０２４年度 ２０２５年度

予算 修正予算 予算予算 修正予算 予算予算 修正予算 予算予算 修正予算 予算

１連合会費収入１連合会費収入１連合会費収入１連合会費収入

２神学校献金繰入２神学校献金繰入２神学校献金繰入２神学校献金繰入

３利息・雑収入３利息・雑収入３利息・雑収入３利息・雑収入

４その他４その他４その他４その他

収　入　計　Ⅰ収　入　計　Ⅰ収　入　計　Ⅰ収　入　計　Ⅰ

前年度繰越金前年度繰越金前年度繰越金前年度繰越金

合　　　計　Ⅲ合　　　計　Ⅲ合　　　計　Ⅲ合　　　計　Ⅲ

支　出　の　部支　出　の　部支　出　の　部支　出　の　部

２０２５年度２０２５年度２０２５年度２０２５年度

予算 修正予算 予算予算 修正予算 予算予算 修正予算 予算予算 修正予算 予算

２０２４年度２０２４年度２０２４年度２０２４年度

支　出　計　Ⅱ支　出　計　Ⅱ支　出　計　Ⅱ支　出　計　Ⅱ

当年度収支差額　Ⅰ－Ⅱ当年度収支差額　Ⅰ－Ⅱ当年度収支差額　Ⅰ－Ⅱ当年度収支差額　Ⅰ－Ⅱ

次年度繰越金　　 Ⅲ－Ⅱ次年度繰越金　　 Ⅲ－Ⅱ次年度繰越金　　 Ⅲ－Ⅱ次年度繰越金　　 Ⅲ－Ⅱ

合　　　計　合　　　計　合　　　計　合　　　計　

１会議運営費１会議運営費１会議運営費１会議運営費

２広報活動費２広報活動費２広報活動費２広報活動費

３事務局費３事務局費３事務局費３事務局費

４特別委員会費４特別委員会費４特別委員会費４特別委員会費

５予備費５予備費５予備費５予備費

６その他６その他６その他６その他

-34-



議案９    2024・2025 年度全国壮年会連合奨学金委員会活動計画（案） 議案９    2024・2025 年度全国壮年会連合奨学金委員会活動計画（案） 議案９    2024・2025 年度全国壮年会連合奨学金委員会活動計画（案） 議案９    2024・2025 年度全国壮年会連合奨学金委員会活動計画（案） 

 

≪活動方針≫ ≪活動方針≫ ≪活動方針≫ ≪活動方針≫ 

下記規程・運営規則・覚書に基づいた活動を諸教会、全国壮年会連合、日本バプテスト連盟理事会、西南学院

大学神学部等との協働によって行う。 

全国壮年会連合・連盟理事会との「覚書」 2008 年8 月2 日締結 

「日本バプテスト連盟全国壮年会連合奨学金制度に関する規程」 

（略称：全国壮年会奨学金規程） 

2019 年8 月22 日改定 

「日本バプテスト連盟全国壮年会連合奨学金委員会運営規則」 2000 年9 月16 日発効 

「専ら伝道の業に従事する者に関する規程」 2019 年8 月22 日改定 

神学校献金使途拡充による「覚書」（連盟と両神学校で締結） 2013 年3 月31 日締結 

全国壮年会奨学金の給付及び貸与額等に関する細則 2016 年8 月20 日発効 

 

１．基本活動計画 １．基本活動計画 １．基本活動計画 １．基本活動計画 

①全国壮年会奨学金規程の所管事項第6 条（1）～（3）による活動 

＊業務計画・予算案・業務報告書・決算書を全国壮年会連合役員会（以下、役員会）へ提案・提出する。 

＊奨学金の給貸与額・返還条件に関する基本方針を策定し､役員会へ提案する。 

②同規程の所管事項第6 条（4）～（5）による活動 

＊奨学生の募集、選考、給貸与額・返還条件を決定する。 

＊返還状況を確認し、遅滞者に督促する 

③同規程の所管事項第3 条2 号、5 条2 項による活動 

＊この制度の運営に関する年度の業務報告等を、役員会を経由し連盟理事会に報告する。 

＊連盟理事会、西南学院大学神学部との協働を明確にして、活動を行う。 

④貸与奨学金返還遅延者に関しては、連盟理事会、推薦教会と緊密に連携し対応する。 

⑤「神学校献金の使途拡充の件」に伴う「連合立等神学校奨学金」に関する、連盟理事会からの受託業務を行

う。 

⑥神学校献金の用途の拡大に関して、壮年会連合役員会と協議し、仕組みを構築してゆく。 

⑦会計事務の省力化・効率化に向けた取り組みを行う。 

 

２．奨学金委員会構成メンバー及び委員会の開催・出席 ２．奨学金委員会構成メンバー及び委員会の開催・出席 ２．奨学金委員会構成メンバー及び委員会の開催・出席 ２．奨学金委員会構成メンバー及び委員会の開催・出席 

①構成メンバーと職務（委員の任期 2024 年4 月1 日～2026 年3 月31 日） 

氏 名 職 務 所 管 す る 事 項 

北 村  愼 二 委員長 

委員会の招集・議長、連盟・全国壮年会連合との調整 

西南学院大学神学部との連絡調整に関すること 

浦 瀬  佑 司 総 務 

奨学金委員会で所管する規程に関すること 

会議記録に関すること 

田 口  清 吾 会 計 

財務（収支および資金管理）に関すること 

貸与額及び返還額の記録・管理に関すること 

鶴 澤   寛 返 還 

対象者の管理に関すること  

返還対象者及び推薦教会との連絡調整に関すること 

古 田  晴 彦 渉 外 

奨学生募集要項に関すること 

貸与者（在学生）の管理に関すること 

貸与者（在学生）及び推薦教会との連絡調整に関すること 

武 林  真 智 子 連盟担当理事 連盟理事会に関すること 

才 藤  千 津 子 神学部長 西南学院大学神学部に関すること 
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◎委員会陪席 全国壮年会連合 会長・監査・事務所職員 

②奨学金委員会 

第1 回 2024 年4 月20 日（土）  対面と Zoom 併用 

第2 回 2024 年11 月30 日（土） Zoom 会議 

第3 回 2025 年1 月25 日（土）  Zoom 会議 

③壮年会連合役員会との合同役員会 

第1 回 2024 年4 月20 日（土）  対面と Zoom 併用 

第2 回 2025 年3 月1 日（土）   対面と Zoom 併用 

④代表者等会議 

2024 年6 月1 日（土）  対面と Zoom 併用 

2024 年11 月9 日（土） Zoom 会議 

⑤西南学院大学神学部神学生との面談等 

2024 年11 月2 日（土） 神学生との面談等 

⑥宣研主催新任牧師・主事研修会 2025 年3 月上旬（役員会対応） 

連盟との協働による壮年会連合の取組事項「伝道者養成の業」を通じて壮年会連合の働きをアピール 

 

３．2024 年度給・貸与奨学金 ３．2024 年度給・貸与奨学金 ３．2024 年度給・貸与奨学金 ３．2024 年度給・貸与奨学金 

①2024 年度給・貸与奨学金状況 

（奨学金貸与者） 

種別 人数 奨 学 生（推薦教会） 

博士後期2 年   

博士後期1 年   

博士前期2 年 1 吉田 睿濫 (松本福音村) 

博士前期1 年   

神学専攻科 1 奥田 悟 (東京北) 

学部4 年 1 長尾 基詩 (府中) 

学部3 年 1 張 恩榮（西福岡のぞみ） 

学部2 年   

学部1 年   

選科3 年   

選科2 年 1 石原 誠 (常盤台) 

選科1 年 1 大野 学（釧路） 

神学部研修生   

合 計 6  

 

（奨学金額） 

奨学金の種類 奨学金額（合計） 

1 種奨学金（貸与）：校納金対応（授業料＋施設費＋教育充実費） 4,930,000 円 

2 種奨学金（給付）：生活費対応等（寮費＋図書援助費等） 2,520,000 円 

総    計 7,450,000 円 

＊2023 年度に西南学院大学前払い金1,440,000 円 
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②2025 年度給貸与奨学金予定額（2024 年度奨学金貸与者を参考に予測） 

種別 人数    

博士前期2 年     

博士前期1 年 1 奨学金予定額  

専攻科  ・1 種奨学金（貸与） 8,000,000 円 

学部4 年 1 ・2 種奨学金（給付） 4,000,000 円 

学部3 年 4  合 計 12,000,000 円 

学部2 年     

選科3 年 1    

選科2 年 1    

神学部研修生     

合 計 8    

    

        ③連合立等神学校支援（奨学金） 

2024 年度・2025 年度 東京バプテスト神学校奨学金支援費用 480,000 円 

2024 年度・2025 年度 九州バプテスト神学校奨学金支援費用 600,000 円 

 

④連合立等神学校支援金（運営費） 

    2025 年度 3,500,000 円 

    

４．貸与奨学金返還についての取組み ４．貸与奨学金返還についての取組み ４．貸与奨学金返還についての取組み ４．貸与奨学金返還についての取組み 

①2024 年度当初の奨学金貸与残高（在学生を含める） 

・1 種 59,840,700 円（対象者 30 名） 

・2 種  5,107,500 円（対象者 18 名） 

 

②2024 年度奨学金返還予測額 

・1 種  1,200,000 円（対象者 12 名） 

・2 種         0 円（対象者  0 名） 

 

奨学金の返還業務については、以下の点を留意して遂行する。 

①返還滞留者の発生を防ぐため重点管理をして行く。 

②返還滞留者の発生を防ぐため返還計画書の提出を神学部卒業生全員に対し求めているが、併せて返還

に対して自覚を促すためのフォローを徹底する。 

③多様な機会を利用して、対象者と可能な限り面談の時を持つよう努める。 

④神学生推薦教会との緊密な関係を保つよう努める。 

⑤卒業生に対し、奨学金委員会との音信を絶やさぬよう生活状況の報告を求める。 

⑥理事会に依頼している「専ら伝道の業に従事する者としての特別認定」についてフォローする。 

 

以 上 
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議案10　  2024年度全国壮年会連合神学生奨学金会計修正予算（案）  及び

  　　　2025年度全国壮年会連合神学生奨学金会計予算（案）

Ⅰ．神学校献金（神学生奨学金献金）会計

＜収入＞ （単位：円）

2023年度 2025年度

決　　算 予    算 修 正 予 算 予    算 

15,771,916 20,000,000 20,000,000 20,000,000

2,480,800 4,000,000 1,200,000 2,000,000

1,214 1,000 1,000 1,000

0 0 0 0

18,253,930 24,001,000 21,201,000 22,001,000

177,951,779 160,383,034 156,057,325 160,383,034

196,205,709 184,384,034 170,752,034 182,384,034

＜支出＞

2023年度 2025年度

決　　算 予    算 修 正 予 算 予    算 

8,604,000 10,500,000 9,500,000 13,500,000

800,000 480,000 480,000 480,000

120,000 240,000 600,000 600,000

連合立神学校等支援金 3,500,000

9,524,000 11,220,000 10,580,000 18,080,000

186,681,709 173,164,034 160,172,034 164,304,034

196,205,709 184,384,034 170,752,034 182,384,034

8,729,930 12,781,000 10,621,000 3,921,000

＜収入＞

2023年度 2025年度

決　　算 予    算 修 正 予 算 予    算 

8,604,000 10,500,000 9,500,000 13,500,000

0 0 0 0

8,604,000 10,500,000 9,500,000 13,500,000

＜支出＞

2023年度 2025年度

決　　算 予    算 修 正 予 算 予    算 

5,664,000 9,000,000 8,000,000 12,000,000

（内訳）1種奨学金 3,524,000 6,000,000 5,000,000 8,000,000

（内訳）２種奨学金 2,140,000 3,000,000 3,000,000 4,000,000

1,440,000 0 0 0

1,500,000 1,500,000 1,500,000 1,500,000

0 0 0 0

8,604,000 10,500,000 9,500,000 13,500,000

東京バプテスト神学校奨学金支援費用

九州バプテスト神学校奨学金支援費用

　　支出計

　　科　　目

　2024年度

神学校献金（神学生奨学金献金）会計より繰り入れ

その他

　収入合計

　　支出合計

　　科　　目

　2024年度

神学生奨学金（当年度分）

神学生奨学金（翌年度分）

奨学金事務費（一般会計へ）

その他

次年度へ繰越金

　　支出総計

当年度収支差（収入計－支出計）

Ⅱ．奨学金制度運営会計

　2024年度

神学校献金（神学生奨学金献金）（実質基準）

　返還奨学金

　預金利息

　　科　　目

　2024年度

  その他

　　収入計

　前年度より繰越金

　　収入　総計

　　科　　目

奨学金制度運営費用
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議案 11 第 61 回(2026 年度)全国壮年大会担当地方連合の件 

    2026 年度は、関 地 連合関 地 連合関 地 連合関 地 連合に担当していただくことを提案します。 

 
 
 
 
 

議案 12 第 60 回(2025 年度)総会議 の件 
 

     全国壮年会連合規約細則第１８条１項により、2025 年度の総会議 を、 
    関 地 連合から出して頂くことを提案します。 

 なお、議 の任期は 2025 年度総会から、2026 年度総会までです。 
   ＊現時点で議 名を特定できませんので、上記の提案とします。   
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　＊各教会・伝道所神学校献金・全国壮年会連合会費納入一覧　＊各教会・伝道所神学校献金・全国壮年会連合会費納入一覧　＊各教会・伝道所神学校献金・全国壮年会連合会費納入一覧　＊各教会・伝道所神学校献金・全国壮年会連合会費納入一覧

                           （2017年度～2023年度）7年間                           （2017年度～2023年度）7年間                           （2017年度～2023年度）7年間                           （2017年度～2023年度）7年間
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　　             全国壮年大会と全国壮年会連合の歩み
2024/6/6

結成周年 年 大  会 場            所

参加

人数

神学校献

金目標額

(万円）

神学校

献金額

(万円）

壮年

会員数

会費納

入者数

納入

比率

主講師 備　　   　考

1953 - 京都/岡崎公園 - - - - - - 第7回連盟総会で伝道部壮年会発足

1965 第１回 東京/目白ヶ丘教会、東京バプテスト教会 70 - - - - -

尾崎主一、松村秀一、

満島隆次、川口正雄

第１回全国壮年大会,8地区の代表選出

1966 第２回 静岡/天城山荘 <不明><不明><不明><不明> - - - - - 尾崎主一

1967 ー ー ー - - - - - ー 連盟総会で壮年部を68年度発足決議

1967 第3回 福岡/志賀島(しかのしま苑) 107 - - - - - 木村文太郎 殆ど九州勢

1968 第４回 三重/湯の山 47 - - - - - 松田正三

1969 第５回 四国/松山（清美会館） <不明><不明><不明><不明> - - - - - 植木基介

1970 非開催 ー ー - - - - - ー BWA大会協力の為に非開催

1971 第６回 北海道/旭川（ホテル層雲） 27 - - - - - 吉田敬太郎、安藤榮二 神学校献金アピール開始

1972 第７回 静岡/天城山荘 <不明><不明><不明><不明> - - - - - <不明><不明><不明><不明>

1973 第８回 関西/京都（バプテスト病院） 40 - - - - - <不明><不明><不明><不明>

1974 第９回 宮崎/青島 85 - - - - - 吉田敬太郎、内藤淳一郎

1975 第１０回 福岡/北九州（めかり山荘） 140 - - - - - 隅谷三喜男

1976 第１１回 静岡./天城山荘 73 - - - - - 武藤富夫

1977 第１２回 岩手/八幡平 77 - - - - - 松村秀一 「バプテスト全国壮年連合」結成を決議

　 1978 第１３回 埼玉/所沢  湖畔荘 110 - - 2421 - - 関谷定夫 全国壮年会連合発足総会

1 1979 第１４回 静岡/天城山荘 64 400 550 2560 <不明> <不明><不明> <不明><不明> <不明><不明> <不明> 長谷川保 神学校週間(6月第4主日から)開始

2 1980 第１５回 福岡/西南学院大学、博多会館 210 600 704 2694 213 7.9 松村秀一

3 1981 第１６回 東京/東京バプテスト教会 180 800 898 2718 765 28.1 <不明><不明><不明><不明>

4 1982 第１７回 広島/広島教会 140 1000 966 2859 <不明> <不明><不明> <不明><不明> <不明><不明> <不明> 寺園喜基

5 1983 第１８回 東京/常盤台教会 170 1200 1075 3032 1049 34.6 L.K. シート

6 1984 第１９回 名古屋/名古屋教会 140 1300 1225 3106 1003 32.3 松村克己

7 1985 第２０回 埼玉/浦和教会 166 1350 1244 3241 1203 37.1 松見俊、池明観

8 1986 第２１回 福岡/西南学院大学 275 1400 1340 3300 <不明> <不明><不明> <不明><不明> <不明><不明> <不明> 西南大神学部教授陣

9 1987 第２２回 東京/大井教会 299 1450 1409 3336 1363 40.9 川平朝清 出席者約300名

10 1988 第２３回 京都/京都（日本バプテスト病院、京都教会） 200 1500 1460 3391 958 28.3 <不明><不明><不明><不明>

11 1989 第２４回 福岡/西南学院教会 225 1550 1491 3424 1994 58.2 <不明><不明><不明><不明> バプテスト日本宣教100周年と併催

12 1990 第２５回 宮城/仙台教会 180 1650 1603 3518 1464 41.6 古屋安雄

13 1991 第２６回 東京/常盤台教会 200 1750 1724 3613 1446 40.0 奥山実

14 1992 第２７回 北海道/札幌教会 148 1850 1698 3643 1351 37.1 加藤亨

15 1993 第２８回 神奈川/川﨑教会 200 2000 1725 3679 1536 41.8 山口昇

16 1994 第２９回 福岡/西南女学院 230 2100 1740 3841 1309 34.1 原田達夫

17 1995 第３０回 埼玉/浦和文化ｾﾝﾀｰ他 280 2800 1776 3916 1222 31.2 池明観

18 1996 第３１回 香川/香川厚生年金会館 243 2850 1930 3987 1351 33.8 工藤信夫

19 1997 第３２回 静岡/天城山荘 146 2850 2013 3982 1343 33.7 金子敬、奥田知志

20 1998 第３３回 佐賀/ﾎﾃﾙはがくれ荘他 196 2850 2011 3861 1542 39.9 麦野賦

21 1999 第３４回 横浜/郵貯会館他 260 2200 1928 3930 1547 39.3 加藤常昭

22 2000 第３５回 岐阜/羽島文化センター 250 2400 2123 3982 1652 41.5 粕屋甲一

23 2001 第３６回 埼玉/ラフレさいたま他 280 2400 2137 3972 1561 39.3 渡部信 全国壮年会連合奨学金委員会開始

24 2002 第３７回 神戸/神戸市産業振興ｾﾝﾀｰ他 255 2400 2252 3972 1553 39.1 松見俊 　（連盟理事会から委託を受けた働き）

25 2003 第３８回 静岡/天城山荘 160 2500 2226 3970 1608 40.5 藤田英彦、田口昭典

26 2004 第３９回 青森/古牧温泉Ｇホテル 200 2500 2421 4021 1596 39.7 佐藤司郎

27 2005 第４０回 静岡/天城山荘 160 3000 2498 4076 1671 41.0 森島恵

28 2006 第４１回 鹿児島/東急ホテル 208 3000 2446 4054 1630 40.2
小林洋一、伊藤隆夫、内藤淳一郎小林洋一、伊藤隆夫、内藤淳一郎小林洋一、伊藤隆夫、内藤淳一郎小林洋一、伊藤隆夫、内藤淳一郎 「教会形成に仕える壮年」のスローガンを追加

29 2007 第４２回 静岡/天城山荘 110 3000 2480 4076 1771 43.4 青野太潮

30 2008 第４３回 福岡/西南学院大学 620 3000 2491 4164 1708 41.0 寺園喜基 神学部建学100周年

31 2009 第４４回 茨城/つくば国際会議場 280 3000 2411 4203 1658 39.4 松見俊 「教会形成を担う壮年」のスローガンに変更

32 2010 第４５回 北海道/札幌教会 223 3000 2325 4248 1630 38.4 中村哲

33 2011 第４６回 静岡/天城山荘 164 3000 2346 4230 1537 35.9 関田寛雄

34 2012 第４７回 名古屋/ガスホール 278 3000 2228 4256 1543 36.3 田口昭典

35 2013 第４８回 福岡/西南学院大学 480 3000 2292 4150 1493 35.9 奥田知志 東京バプと九州バプ神学生に奨学金支給開始

36 2014 第４９回 広島/広島市文化交流会館 235 3000 2284 2601 1456 55.9 スティーブン・リーパー 会員数算出基準変更(壮年数→壮年会員数)

37 2015 第50回

東京/大田区産業ﾌﾟﾗｻﾞPIO

　　　　大井ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾄ教会

267 3000 2227 2546 1534 60.2 賀来周一

38 2016 第51回 北九州/西南女学院及びシオン山教会 397 3000 2235 2466 1435 58.2 田口昭典

39 2017 第52回 静岡/天城山荘 135 3000 2299 2404 1471 61.2 加藤誠

40 2018 第53回 仙台/尚絅学院中学校・高等学校礼拝堂 125 3000 1986 2385 1447 60.6 松岡正樹

41 2019 第54回 静岡/天城山荘 135 3000 1944 2387 1487 62.3 佐藤彰

42 2020 第55回 神戸/神戸教会（感染症対策により中止） - 3000 1603 2396 1226 51.1 ＜中止＞＜中止＞＜中止＞＜中止＞ 新型コロナ発生

43 2021 第56回 Web（ZOOM）福岡大名クロスガーデン 304 3000 1588 2123 1254 59.0 奥村敏夫

44 2022 第57回 Web（ZOOM）帯広教会をキーステーション 231 2500 1555 2101 1158 55.0 大西晴樹

45 2023 第58回 東京/大井バプテスト教会 222 2500 1577 2272 1165 51.2 濱野道雄 オンライン併用

46 2024 第59回 Web（ZOOM）長崎教会をキーステーション 2500 芦谷隆時
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2024 年度神学部出張公開講演のご案内 

かねてより神学部では、全国の「地方連合」枠で、年 2 回を目途に出張公開講演を行っ

てまいりました。今年度は、日原広志教授(旧約聖書学)とヒラルド・ロドリゲス准教授 (宗

教社会学)の二人の教員が出張講演を担当いたしますので、ぜひお申込みくださいますよう

にお願い申し上げます。 

講演者の交通費・宿泊費はすべて当方で負担いたします。 また、講演料は不要です(但し、

当該講演の前後に設定された別枠での御奉仕  例えば礼拝説教奉仕等  についてはこの

限りではありません)。なお、Zoom などインターネットを利用して講演会を実施すること

もできます。 

神学部では、この出張公開講演が全国諸教会の皆さまと神学部とを結ぶ架け橋の一つとな

ることを願っております。貴地方連合がこの機会を「将来伝道者になる人々」と神学部の

出会いの場としてもご利用くださいますよう、ご案内申し上げます。 

お申し込みの際は、私どもまで、ご希望の時期・主題・講 師等を具体的にお伝えください。

今年度、日原教授とロドリゲス准教授がご提供できる講演のテーマとしては、たとえば 以

下のようなものがあります:「苦難の僕の詩 ヘブライ語聖書本文の揺れに聴くー」「グロ

ーバル社会における宗教の現状と教会の諸課題」。 

ご連絡は、神学部長宛てメール(c-saito@seinan-gu.ac.jp 件名=「出張公開講演の件」)

にて、お願いいたします。(なお、できるだけご希望に沿うよう努めますが、組み合わせ次第

ではそうならない場合もありますことを予めご了承ください。) 

在主                                    

神学部長 才藤千津子  
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